
第
一
章
 
高
圧
的
経
済
政
策
の
展
開
 
 
 

第
一
節
 
戦
後
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
構
造
 
 
 

第
二
節
 
I
M
F
体
制
ヒ
フ
ロ
ー
ト
制
 
 
 

第
三
節
 
フ
ロ
ー
ト
制
下
の
内
需
主
導
型
経
済
発
展
（
以
上
第
三
十
二
号
）
 
 

第
二
章
 
ア
メ
リ
カ
産
業
の
空
洞
化
 
 
 

第
一
節
 
フ
ロ
ー
ト
制
の
機
能
 
 
 

第
二
節
 
ア
メ
リ
カ
産
業
の
衰
退
 
 

1
 
蓄
積
停
滞
体
質
1
M
E
化
投
資
の
遅
滞
－
 
 

2
 
国
内
産
業
空
洞
化
の
進
展
 
 

外
国
産
業
に
よ
る
圧
迫
 
（
以
上
第
三
十
四
号
）
 
 

多
国
籍
企
業
化
の
進
展
 
 

3
 
国
内
産
業
の
供
給
力
低
下
（
以
上
本
号
）
 
 

第
三
寺
 
内
需
主
導
型
経
済
発
展
の
限
界
 
 

－
蓄
積
構
造
の
変
化
－
 
 
 

第
一
節
 
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
対
外
的
側
面
 
 
 

第
二
節
 
ア
メ
リ
カ
の
純
債
務
国
化
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅲ
）
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅲ
）
 
 

－
 
フ
ロ
ー
ト
制
下
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
経
済
 
－
 
 

小
 
松
 
 
 

匹J  



四
四
 
 

第
三
節
 
経
済
政
策
の
転
換
 
 
 

結
 
語
－
ポ
ス
ト
・
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
時
代
－
 
 

第
二
節
 
ア
メ
リ
カ
産
業
の
衰
退
 
 

2
 
国
内
産
業
空
洞
化
の
進
展
 
 

多
国
籍
企
業
化
の
進
展
 
だ
が
た
ん
に
、
右
に
み
た
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
外
部
の
日
本
産
業
等
刀
優
越
し
た
生
産
力
に
よ
っ
て
圧
迫
さ
れ
て
、
 
 

ア
メ
リ
カ
産
業
企
業
が
衰
退
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
企
業
自
身
に
よ
る
対
外
直
接
投
資
の
増
加
＝
多
国
籍
企
業
化
の
進
展
に
よ
 
 

っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
国
内
産
業
の
衰
退
が
よ
り
い
っ
そ
う
助
長
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
を
中
心
と
す
る
外
国
産
業
と
の
競
争
が
激
化
し
、
 
 

国
内
外
市
場
の
占
拠
を
許
し
て
急
速
な
国
内
輸
入
増
加
圧
力
に
直
面
し
た
と
き
、
ア
メ
リ
カ
企
業
は
自
国
政
府
に
対
し
て
法
的
救
済
保
護
 
 

措
置
を
要
求
す
る
一
方
で
は
、
「
『
負
か
せ
ぬ
相
手
な
ら
手
を
組
め
』
と
ば
か
り
に
、
何
千
も
の
米
国
企
業
が
海
外
で
の
活
動
を
始
め
」
 
（
B
．
 
 

H
a
r
r
i
s
O
n
紆
甲
B
F
e
s
t
O
n
e
も
p
．
C
i
t
．
一
p
．
N
の
一
前
掲
訳
、
四
七
頁
）
、
海
外
へ
の
工
場
移
転
・
国
内
工
場
閉
鎖
を
断
行
し
、
部
品
・
製
品
 
 

等
海
外
調
達
を
増
加
さ
せ
た
。
な
ぜ
な
ら
六
〇
年
代
末
～
七
〇
年
代
初
頭
時
点
で
日
本
や
西
ド
イ
ツ
の
量
産
型
重
化
学
工
業
生
産
力
が
ア
 
 

メ
リ
カ
並
み
か
ア
メ
リ
カ
を
上
回
る
水
準
に
達
し
、
し
か
も
七
三
年
の
第
一
次
石
油
危
機
を
契
機
に
急
速
に
発
達
し
た
M
E
化
技
術
■
生
 
 

産
力
の
導
入
と
そ
の
有
効
利
用
に
お
い
て
日
本
産
業
が
突
出
し
て
先
頭
を
走
っ
て
い
る
条
件
の
下
で
、
そ
れ
と
同
等
程
度
の
技
術
水
準
を
 
 

導
入
し
た
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
企
業
は
相
対
的
な
高
位
賃
金
水
準
（
八
五
年
時
点
で
も
な
お
ア
メ
リ
カ
労
働
者
の
賃
金
は
日
本
の
そ
れ
 
 

の
約
二
倍
、
西
ド
イ
ツ
の
約
四
分
の
〓
尚
の
水
準
、
後
掲
第
1
7
表
参
照
）
 
と
非
経
営
参
加
・
非
協
力
的
な
国
内
労
働
力
・
「
ア
メ
リ
カ
的
労
 
 

使
関
係
」
を
も
っ
て
し
て
は
と
う
て
い
立
ち
打
ち
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
ア
メ
リ
カ
国
外
へ
生
産
拠
点
を
移
転
し
、
競
争
相
手
国
の
 
 
 



そ
れ
以
下
に
労
働
賃
金
コ
ス
ト
を
引
下
げ
る
こ
と
だ
け
が
、
優
勢
な
外
部
生
産
力
に
対
抗
し
て
国
際
競
争
力
を
回
復
し
う
る
た
め
に
ア
メ
 
 

リ
カ
企
業
が
と
り
う
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
方
策
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
工
場
等
の
低
労
賃
国
へ
の
海
外
移
転
」
が
、
「
日
本
製
晶
と
の
 
 

価
格
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
米
国
企
業
と
し
て
、
と
り
う
る
…
…
『
生
産
手
段
』
の
合
理
化
策
」
（
J
．
N
y
s
m
a
n
a
コ
d
L
．
T
y
s
O
n
－
O
p
．
 
 

C
i
t
．
Y
 
p
．
〓
空
前
掲
訳
、
九
一
貫
）
 
で
あ
り
、
「
日
本
の
構
造
的
有
利
性
に
対
抗
し
う
る
だ
け
の
国
内
コ
ス
ト
の
切
下
げ
が
で
き
な
い
以
上
、
 
 

海
外
生
産
シ
フ
ト
は
さ
い
ご
の
手
段
で
あ
っ
た
」
の
で
あ
る
 
（
B
u
s
i
n
e
s
s
W
e
e
k
↓
M
a
r
c
h
∽
」
諾
P
p
．
∽
∞
）
。
そ
の
さ
い
、
ア
メ
リ
カ
企
 
 

業
が
豊
富
な
資
本
・
技
術
や
対
外
事
業
活
動
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
て
い
た
こ
と
お
よ
び
一
九
五
四
・
六
二
年
制
定
の
輸
入
免
税
関
税
法
や
O
 
 

P
I
C
 
（
海
外
民
間
投
資
公
社
）
 
の
対
外
投
資
権
益
保
障
そ
の
他
途
上
諸
国
に
た
い
す
る
U
N
C
T
A
D
 
「
一
般
特
恵
関
税
」
制
度
が
、
 
 

【
〓
）
 
ア
メ
リ
カ
企
業
に
よ
る
海
外
諸
国
へ
の
対
外
直
接
投
資
を
容
易
に
し
、
か
つ
促
進
し
て
い
た
の
も
み
の
が
せ
な
い
。
 
 

（
1
4
）
 
ア
メ
リ
カ
の
「
関
税
法
」
八
〇
六
・
三
項
お
よ
び
八
〇
七
項
 
（
五
四
年
、
六
二
年
に
制
定
）
 
は
、
海
外
で
の
加
工
・
組
立
て
を
目
的
に
 
 

し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
出
さ
れ
た
部
品
・
半
製
品
が
、
現
地
で
加
工
さ
れ
た
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
に
再
輸
入
さ
れ
る
さ
い
に
は
、
海
外
で
の
 
 

付
加
価
値
部
分
の
み
を
課
税
対
象
に
す
る
と
い
う
企
業
免
税
優
遇
措
置
を
規
定
し
て
い
る
。
く
わ
し
く
は
中
本
悟
「
一
九
八
〇
年
代
ア
メ
 
 

リ
カ
企
業
の
在
外
調
達
と
国
際
競
争
力
」
 
（
『
大
阪
市
大
季
刊
経
済
研
究
第
一
五
巻
第
言
ち
』
、
一
九
九
二
年
）
、
参
照
。
 
 

O
P
I
C
は
、
七
一
年
一
月
設
立
の
全
額
連
邦
政
府
出
資
に
よ
る
民
間
海
外
投
資
保
険
・
保
証
機
関
。
民
間
企
業
の
中
・
長
期
対
外
貸
 
 

付
け
や
対
外
株
式
投
資
に
係
わ
る
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
機
構
で
あ
り
、
被
投
資
国
の
通
貨
交
換
性
の
停
止
や
国
有
化
・
資
産
収
 
 

用
な
ど
に
よ
り
生
ず
る
損
失
を
補
償
す
る
。
先
の
 
「
関
税
法
L
 
八
〇
七
項
等
の
特
典
や
O
P
I
C
は
、
い
ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
政
府
公
的
援
 
 

助
に
対
す
る
民
間
資
本
に
よ
る
肩
替
り
の
促
進
と
途
上
国
開
発
援
助
の
推
進
を
主
目
的
に
し
て
制
定
・
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

一
般
特
恵
関
税
制
度
は
、
発
展
途
上
国
の
工
業
化
の
促
進
・
援
助
を
目
的
に
し
て
途
上
国
の
製
品
・
半
製
品
に
た
い
し
て
北
の
先
進
国
 
 

が
関
税
上
の
特
恵
を
供
与
す
る
 
一
 
関
税
廃
止
・
関
税
率
引
下
げ
に
よ
り
途
上
国
に
特
別
に
有
利
な
差
別
的
待
遇
を
与
え
る
 
－
 
制
度
で
、
 
 

六
八
年
の
第
二
回
U
N
C
T
A
D
 
（
国
連
貿
易
開
発
会
議
）
総
会
で
実
施
合
意
が
成
立
。
E
C
と
日
本
は
七
一
年
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
七
 
 

六
年
か
ら
同
特
恵
関
税
制
度
を
施
行
し
て
い
る
。
平
川
均
『
N
I
C
S
』
 
（
同
文
館
、
一
九
九
一
年
）
、
第
六
章
な
ど
参
照
。
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
m
）
 
 
 



望
ハ
 
 

こ
う
し
て
日
本
等
外
国
企
業
に
対
抗
し
て
、
ア
メ
リ
カ
製
造
業
企
業
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
労
働
賃
金
は
も
ち
ろ
ん
日
本
・
E
C
の
そ
 
 

れ
を
も
は
る
か
に
下
回
る
水
準
の
低
賃
金
の
労
働
力
が
豊
富
に
存
在
す
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
へ
大
挙
し
て
進
出
し
、
 
 

大
量
の
組
立
て
・
部
品
製
造
・
加
工
子
会
社
工
場
を
設
立
し
て
オ
フ
シ
ョ
ア
生
産
を
推
進
し
た
。
た
と
え
ば
八
二
年
時
点
に
お
け
る
ブ
ラ
 
 

ジ
ル
・
メ
キ
シ
コ
の
製
造
業
労
働
者
の
賃
金
水
準
は
、
ア
メ
リ
カ
労
働
者
の
約
五
分
の
「
 
ア
ジ
ア
N
I
E
S
の
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
労
働
 
 

者
の
約
一
〇
分
の
一
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
N
I
E
S
労
働
者
の
対
日
本
労
働
者
賃
金
比
率
も
そ
れ
ぞ
れ
三
～
四
割
、
l
一
 
 

～
三
割
相
当
の
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
 
（
ド
ル
換
算
、
第
1
7
表
参
照
）
。
ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業
の
海
外
進
出
・
海
外
生
産
が
、
そ
う
し
 
 

た
途
上
諸
国
の
低
賃
金
労
働
力
の
利
用
、
そ
れ
に
よ
る
コ
ス
ト
切
下
げ
＝
コ
ス
ト
競
争
力
の
回
復
・
強
化
と
国
内
外
市
場
の
防
衛
を
目
的
 
 

（
1
5
）
 
 

に
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
じ
じ
つ
は
、
Y
・
S
・
チ
ャ
ン
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
っ
て
も
実
証
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

（
1
5
）
 
Y
・
S
・
チ
ャ
ン
の
七
〇
年
代
初
頭
時
の
ア
メ
リ
カ
電
子
製
造
企
業
に
た
い
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
質
問
状
調
査
に
よ
る
と
、
生
産
コ
 
 

ス
ト
の
切
下
げ
と
そ
れ
に
よ
る
内
外
市
場
防
衛
目
的
が
オ
フ
シ
ョ
ア
生
産
進
出
の
圧
倒
的
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
 
 

際
の
ア
メ
リ
カ
企
業
に
よ
る
「
進
出
先
国
選
定
基
準
」
の
最
大
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
現
地
で
の
低
賃
金
・
良
質
労
働
力
 
 

の
調
達
可
能
性
の
有
無
で
あ
り
、
そ
の
他
、
政
治
的
安
定
性
・
通
信
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
上
位
要
因
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
調
査
に
よ
 
 

る
と
、
海
外
生
産
に
お
け
る
経
営
管
理
コ
ス
ト
・
輸
送
等
を
も
加
え
た
総
労
働
コ
ス
ト
は
ア
メ
リ
カ
国
内
の
そ
れ
に
た
い
し
て
二
五
～
五
 
 

〇
％
相
当
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
 
（
最
頻
値
）
。
Y
．
S
．
C
h
a
n
g
一
↓
h
e
↓
r
a
n
s
f
e
r
 
O
f
 
T
e
c
h
コ
○
】
O
g
y
‥
T
h
e
 
C
a
s
e
 
O
f
 
S
e
m
i
c
O
コ
d
u
c
t
O
r
 
 

I
n
d
u
s
t
r
y
一
関
下
稔
『
現
代
性
界
経
済
論
』
 
（
有
斐
閣
、
一
九
八
六
年
）
、
三
〇
六
貢
よ
り
。
 
 
 

ア
メ
リ
カ
製
造
業
多
国
籍
企
業
の
対
途
上
国
直
接
投
資
は
、
六
〇
年
代
末
以
降
、
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
先
進
国
投
資
の
伸
び
率
を
上
回
っ
 
 

て
急
増
し
て
い
る
。
七
〇
1
八
六
年
間
に
、
ア
メ
リ
カ
の
対
先
進
国
製
造
業
直
接
投
資
残
高
が
三
・
四
倍
増
加
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
 
 

対
途
上
国
同
残
高
は
三
・
七
倍
増
加
し
、
製
造
業
対
外
直
接
投
資
残
高
全
体
に
し
め
る
後
者
の
割
合
は
、
同
期
間
に
一
七
・
六
％
か
ら
一
 
 

八
・
七
％
へ
高
ま
っ
て
い
る
 
（
第
1
8
表
参
照
）
。
対
途
上
国
製
造
業
直
接
投
資
残
高
の
地
域
別
内
訳
で
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
が
七
五
・
七
 
 
 



第17表 賃金の国際比較  

（製造業、時間給、ドル）  

％
と
大
宗
を
し
め
、
つ
ぎ
に
ア
ジ
ア
が
ニ
ー
・
七
％
で
、
そ
の
他
は
ア
フ
リ
カ
一
・
三
％
、
中
東
一
二
一
％
を
し
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
 
 

（
八
六
年
末
）
。
こ
の
う
ち
と
く
に
ア
ジ
ア
の
伸
び
が
い
ち
じ
る
し
く
、
対
ア
ジ
ア
同
残
高
は
七
〇
－
八
六
年
に
最
高
の
六
・
〇
倍
も
増
加
 
 

し
て
い
る
。
同
対
途
上
国
投
資
残
高
産
業
部
門
構
成
で
は
化
学
が
全
体
の
ニ
ー
・
六
％
、
電
機
・
電
子
一
四
・
〇
％
、
運
輸
機
械
一
三
・
 
 

（
l
I
～
）
 
 

○
％
、
非
電
機
機
械
一
二
・
一
％
で
、
化
学
と
機
械
部
門
に
投
資
が
集
中
し
て
い
る
 
（
八
六
年
末
）
。
 
 
 

（
1
6
）
 
対
外
投
資
は
、
間
接
投
資
（
利
子
・
配
当
収
入
を
主
目
的
と
す
る
証
券
投
資
及
び
銀
行
貸
付
）
 
と
直
接
投
資
（
海
外
事
業
に
た
い
す
る
 
 

経
常
支
配
を
目
的
に
し
て
、
海
外
企
業
の
実
物
資
産
投
資
や
株
式
を
取
得
す
る
も
の
）
 
か
ら
な
る
。
米
商
務
省
は
七
七
年
の
ベ
ン
チ
マ
ー
 
 

備  考  
19削  1982  

1985  1988   

アメリカ   9．91  11．79  10U   100   

西ドイツ   12．30  1（）．43  74…  120（l】   

日本   5．61  5，82  5け1）  95＝   

ブラジル   1．70  2．4：i  

メキシコ   2．95  1．97  

シンガポール  1．47  1．77  19ほ）  

台湾   1．27  1．57  1612）  

香港   1．44  l．55  1612）  

韓国   1．り8  1．22  14（2l  

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅲ
）
 
 

tl）アメリカ製造業の賃金を1（）りとした各国製造業の賃金  

指数。  
tコ）アメリカの竃子工業の賃金を1りt）とした各国の‘電子工  

業の賃金指数。  

（出所）B．Be1lonandJ．Niosi，OP．Cit．，p．223．経企庁u世界経  

済白書昭和6：う年版』，19十貫，ほか，より。   

ク
・
サ
ー
ベ
イ
で
、
出
資
比
率
一
〇
％
以
上
の
投
資
 
（
増
 
 

資
、
再
投
資
収
益
及
び
海
外
子
会
社
へ
の
貸
付
も
含
む
）
 
 

を
統
計
上
直
接
投
資
と
し
て
定
義
し
て
い
る
（
従
前
の
基
 
 

準
は
海
外
関
連
子
会
社
支
配
権
五
〇
％
以
上
）
。
八
〇
年
 
 

末
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
民
間
の
間
接
投
資
残
高
（
非
銀
行
 
 

会
社
の
債
権
も
含
む
）
 
は
三
〇
一
丁
九
億
ド
ル
、
直
接
 
 

投
資
残
高
は
ニ
ー
五
三
・
五
億
ド
ル
で
あ
る
。
 
 
 

ア
メ
リ
カ
の
対
外
直
接
投
資
の
投
資
分
野
は
、
製
造
業
 
 

の
み
に
限
ら
ず
、
石
油
そ
の
他
鉱
業
・
農
業
・
卸
売
小
売
・
 
 

銀
行
・
不
動
産
・
サ
ー
ビ
ス
等
第
三
次
産
業
部
門
に
ま
で
 
 

及
ん
で
い
る
が
、
対
外
直
接
投
資
総
残
高
の
う
ち
製
造
業
 
 

部
門
は
最
大
の
四
二
・
四
％
を
し
め
て
い
る
。
以
下
石
油
 
 

二
二
・
一
％
、
金
融
 
（
銀
行
を
除
く
）
・
保
険
・
不
動
産
一
 
 

三
・
〇
％
、
商
業
一
二
・
〇
％
、
鉱
業
三
・
一
％
、
そ
の
 
 

他
五
二
％
で
あ
る
 
（
八
〇
年
末
の
数
字
、
s
．
c
．
P
 
 

A
u
g
u
s
t
L
諾
N
も
．
N
よ
り
算
出
）
。
八
五
年
末
残
高
で
も
、
 
 

製
造
業
部
門
向
け
投
資
シ
ェ
ア
は
四
一
％
と
大
宗
を
し
 
 

川
し
 
 
 



第18表 アメリカ製造業の対外直接投資残高  

（年末、1り0万ドル）  

196（〕   1970   1980   1986   

総額   11，051  31，049  89，160  107，241   

先進国   9，323  25，572  71，385  87，162   

ヨーロッパ   3，804  13，819  45，332  54，126   

発展途上国   1，727   5，477  17，775  2（），079   

ラテンアメリカ   l，521   4，541  14，551）  15，193   

ブラジル   515   1，075   5，145   7，り95   

メキシコ   391   1Jう糾l   4，489   ：う，926   

アフリか1）   川   14l   422   291   

中東   26   66   236   246   

アジア（2I   170   729   2，567   4，二う50   

香港  373   448   

シンガポール 392   1，413   

韓国  249   

台湾  321   63（）   

マレーシア  179   291   

タイ  87   

途上国・製造業（計）   1，727   5，477  17，775  2（川7〔）   

食品  566   1，96l   2．218   

化学  1，446   4，432   」十川   

第一次金属  535   1，653   l．（1G9   

機械（除電機・電子）  1，650   2，422   

電機・電子  ユ，朗9   2－と用8   

運輸機械  63（）   2，（）5（）   2，62（）   

その他  l．389   4，179   4，6＝0   

（備考）全産業直接投資  ：う1，865  75．4捌）  215，578  259，89（）  

川 南アフリカを除く。   

【2）Fl本を除く，オーストラリアとニュージランドを除く太平洋を含む。  

（出所）Ⅰ〕．ofComnl．，SelectedDataollU．S．DirectIIIVeStmentAbl▲t）ad，195り  

76，1982．p．11、21，S．C．B．，AugtlSt．19B2．p．21，Augusし19椚，p．（う5．   



め
る
 
（
経
企
庁
¶
世
界
経
済
自
害
昭
和
6
2
年
版
』
、
一
七
八
百
）
。
 
 

い
ま
在
外
米
系
子
会
社
の
製
品
販
売
先
を
み
る
と
、
在
先
進
国
米
系
子
会
社
の
ば
あ
い
は
、
現
地
販
売
六
九
％
、
第
三
国
向
け
輸
出
（
大
 
 

部
分
は
在
欧
子
会
社
の
欧
州
域
内
の
第
三
国
へ
の
販
売
）
 
二
四
％
で
じ
じ
っ
上
の
現
地
販
売
比
率
が
合
せ
て
九
三
％
と
圧
倒
的
比
率
を
し
 
 

め
、
ア
メ
リ
カ
本
国
向
け
輸
出
は
わ
ず
か
七
％
を
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
た
い
し
て
在
途
上
国
米
系
子
会
社
の
製
品
販
売
先
は
、
 
 
 

ア
メ
リ
カ
本
国
向
け
輸
出
二
〇
％
、
周
辺
第
三
国
向
け
輸
出
二
五
％
で
、
合
せ
て
輸
出
比
率
が
五
割
弱
、
現
地
販
売
比
率
は
五
割
強
の
割
 
 
 

合
に
な
っ
て
い
る
 
（
八
二
年
の
数
字
、
非
製
造
業
子
会
社
も
含
む
、
第
1
9
表
参
照
）
。
 
 

さ
ら
に
在
途
上
国
米
系
子
会
社
の
う
ち
、
在
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
子
会
社
と
在
中
束
子
会
社
の
ば
あ
い
は
、
輸
出
比
率
が
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
 
 

％
 
（
ア
メ
リ
カ
向
け
一
六
％
、
第
三
国
向
け
二
五
％
）
、
二
五
％
 
（
ア
メ
リ
カ
向
け
二
二
％
、
第
三
国
向
け
三
％
）
、
現
地
販
売
比
率
が
六
 
 
 

〇
％
、
七
五
％
で
、
現
地
市
場
向
け
が
過
半
を
し
め
て
い
る
。
反
対
に
在
ア
ジ
ア
子
会
社
、
在
ア
フ
リ
カ
子
会
社
の
ば
あ
い
は
、
輸
出
比
 
 
 

率
が
そ
れ
ぞ
れ
五
九
％
 
（
ア
メ
リ
カ
向
け
二
三
％
、
第
三
国
向
け
三
六
％
）
、
六
三
％
 
（
ア
メ
リ
カ
向
け
四
一
％
、
第
三
国
向
け
二
二
 
 

％
）
、
現
地
販
売
比
率
が
そ
れ
ぞ
れ
四
一
％
、
三
七
％
を
し
め
、
と
も
に
ア
メ
リ
カ
向
け
輸
出
を
中
心
と
す
る
輸
出
比
率
が
現
地
販
売
比
率
 
 

を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
N
I
E
S
の
う
ち
、
在
台
湾
米
系
子
会
社
の
ア
メ
リ
カ
向
け
輸
出
比
率
は
、
全
体
の
う
ち
 
 

の
三
九
％
、
在
韓
国
子
会
社
の
そ
れ
も
三
八
％
と
い
ず
れ
も
い
ち
じ
る
し
く
高
い
割
合
を
し
め
て
い
る
。
在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
米
系
子
会
社
 
 

の
ア
メ
リ
カ
向
け
輸
出
比
率
は
一
四
％
と
相
対
的
に
低
い
が
、
そ
れ
は
同
国
が
中
継
貿
易
国
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
、
第
三
国
向
け
輸
 
 

出
比
率
が
六
八
％
を
し
め
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
第
三
国
経
由
の
間
接
的
対
米
輸
出
を
加
え
れ
ば
在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
子
会
社
の
ア
メ
リ
カ
 
 

向
け
輸
出
比
率
も
相
当
程
度
に
達
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
（
八
二
年
の
数
字
）
。
右
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
対
先
進
国
直
接
投
資
が
、
現
地
 
 

市
場
へ
の
販
売
を
主
目
的
と
し
、
先
進
国
市
場
の
確
保
を
狙
っ
た
現
地
市
場
支
配
型
投
資
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
対
途
上
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
m
）
 
 
 



第19表 在外米系子会社（1）の販売仕向け地別構成比（1982年）  

（％）  

現地   第三国  アメリカ本国   

全世界   65．4   24．（）   1り．5   

先進国   68．8   23．9   7．3   

カナダ   76．7   4．0   19∴i   

ヨーロッパ   62．7   32．7   4．5   

［一本   91．3   5．4   3．3   

オセアニア・南アフリカ  89．1   8．6   2．3   

途上国   54．2   25．4   2∩．3   

ラテンアメリカ   59．6   24，6   15．8   

中東   75．〔）   3．0   22．0   

アジア   41．3   36．1   22．6   

アフリカ   36．8   21．9   41．3  

（1）非銀行槻会祉の多数株所有（出資比率5（）％超）の在外子会社。  

（川所）U．（）f Comm．，U．S．111VeStment Abruad：1982Benchmark  

Stlt・VeyData，1985，p．225より算日1。  

吾
 
 
 

国
直
接
投
資
は
再
加
工
等
を
目
的
と
す
る
輸
出
向
け
比
率
が
相
対
的
 
 

に
高
く
、
な
か
ん
ず
く
対
ア
ジ
ア
投
資
は
、
ア
メ
リ
カ
本
国
向
け
を
 
 

中
心
と
す
る
輸
出
志
向
型
の
加
工
・
組
立
型
投
資
で
あ
っ
た
の
で
あ
 
 

る
。
「
ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業
」
は
「
先
進
国
に
あ
る
子
会
社
を
販
売
 
 
 

拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
」
の
に
た
い
し
て
、
「
途
上
国
に
あ
る
 
 
 

子
会
社
に
は
、
『
再
加
工
・
そ
の
他
』
 
を
目
的
と
す
る
輸
出
が
も
っ
と
 
 

も
多
く
…
…
途
上
国
を
在
外
調
達
基
地
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
」
 
 

（
中
本
悟
、
前
掲
、
五
九
頁
）
の
で
あ
る
。
じ
じ
つ
在
外
米
系
子
会
社
 
 
 

と
、
ア
メ
リ
カ
本
国
と
の
輸
出
入
取
引
 
（
ア
メ
リ
カ
親
会
社
の
み
な
 
 
 

ら
ず
非
関
連
個
人
取
引
も
含
む
）
 
を
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
ー
在
先
進
 
 
 

国
米
系
子
会
社
間
取
引
の
ば
あ
い
は
ア
メ
リ
カ
側
の
大
幅
な
出
超
 
 

（
ア
メ
リ
カ
の
対
在
先
進
国
子
会
社
向
け
輸
出
が
ア
メ
リ
カ
の
在
先
 
 

進
国
子
会
社
か
ら
の
輸
入
を
上
回
る
、
八
二
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
一
 
 
 

二
八
億
ド
ル
の
貿
易
黒
字
）
 
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
ア
メ
リ
カ
ー
 
 
 

在
途
上
国
米
系
子
会
社
間
取
引
の
ば
あ
い
は
ア
メ
リ
カ
側
の
大
幅
入
 
 
 

超
 
（
ア
メ
リ
カ
の
在
途
上
国
子
会
社
か
ら
の
輸
入
が
、
対
途
上
国
子
 
 
 

会
社
向
け
輸
出
を
上
回
る
、
八
二
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
六
三
億
ド
ル
 
 
 



第20表 アメリカ親会社と在外米系子会社（1）との取引収支（1982年）  

（10り万ドル）  

親会社・子会社間収支  

製造業  （電機・電子）  全産業   

全世界   6，043  △911   5，787   

先進国   6，211   740  12，561   

カナダ   △290   230  △1，077   

ヨーロッパ   5，352   419  11，246   

日本   Il．a．   37   714   

途上国   △168  △1．651  △6，826   

ラテンアメリカ   1，293   351  △1，131   

アジア   n．a．   11，a．  △2，270   

（マレーシア）   △160   △185   175   

（シンガポール）   △627  △5（〕2   △373  

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅲ
）
 
 

… アメリカ側の出資比率5（I％超の現地法人。  

（出所）D．ofCoIllnl．，OP．Cit．（『世界経済白書昭和62年駄目，183頁より）。   

の
貿
易
赤
字
）
 
で
、
そ
の
う
ち
対
在
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
子
会
社
と
の
取
 
 
 

引
は
六
億
ド
ル
、
対
在
ア
ジ
ア
子
会
社
と
の
取
引
は
二
四
億
ド
ル
に
の
 
 

ぽ
る
ア
メ
リ
カ
側
の
赤
字
を
そ
れ
ぞ
れ
記
録
し
て
い
る
。
製
造
業
製
品
 
 
 

の
み
に
限
っ
て
も
対
在
ア
ジ
ア
子
会
社
と
の
取
引
は
ア
メ
リ
カ
側
の
赤
 
 
 

字
勘
定
に
な
っ
て
い
る
 
（
八
二
年
の
数
字
、
i
b
i
d
．
－
p
．
N
N
0
0
｝
N
芝
よ
り
 
 
 

算
出
）
。
ア
メ
リ
カ
親
会
社
と
在
外
子
会
社
間
の
製
造
業
部
門
の
取
引
収
 
 

支
 
（
非
関
連
取
引
を
の
ぞ
く
）
 
で
は
、
対
在
先
進
国
子
会
社
の
収
支
が
 
 

六
二
億
ド
ル
の
黒
字
に
た
い
し
て
、
対
在
途
上
国
子
会
社
の
そ
れ
は
二
 
 

億
ド
ル
の
赤
字
1
主
と
し
て
対
在
ア
ジ
ア
子
会
社
取
引
に
よ
る
－
に
な
 
 
 

っ
て
い
る
（
第
2
0
表
参
照
）
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
の
対
ア
ジ
ア
製
造
業
直
 
 
 

接
投
資
に
つ
い
て
立
入
っ
て
み
る
と
、
対
ア
ジ
ア
製
造
業
投
資
残
高
の
 
 

産
業
部
門
別
内
訳
は
、
電
機
・
電
子
が
三
五
・
二
％
と
最
大
シ
ェ
ア
を
 
 

し
め
、
第
二
位
の
化
学
が
二
四
・
二
％
、
以
下
機
械
一
〇
・
二
％
、
運
 
 

輸
機
械
六
・
四
％
、
食
品
四
・
一
％
、
一
次
金
属
三
・
八
％
そ
の
他
一
 
 
 

七
・
〇
％
の
割
合
で
あ
る
 
（
八
二
年
末
、
i
b
i
d
こ
p
．
巴
よ
り
算
出
）
。
電
 
 
 

機
・
電
子
投
資
が
集
中
し
て
い
る
地
域
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
 
（
ア
メ
リ
カ
 
 
 

の
対
ア
ジ
ア
電
機
・
電
子
投
資
残
高
全
体
の
三
三
・
五
％
）
 
と
マ
レ
ー
 
 

空
 
 
 



五
二
 
 
 

シ
ア
 
（
同
、
一
五
・
七
％
）
 
で
あ
り
、
そ
の
他
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
香
港
、
韓
国
、
台
湾
、
タ
イ
な
ど
へ
に
も
同
投
資
が
広
が
っ
て
い
る
。
 
 

こ
れ
ら
在
ア
ジ
ア
電
機
・
電
子
米
系
子
会
社
の
製
品
版
売
先
は
対
外
輸
出
、
そ
の
う
ち
で
も
ア
メ
リ
カ
向
け
輸
出
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
シ
 
 

ン
ガ
ポ
ー
ル
子
会
社
の
対
米
輸
出
比
率
は
七
六
・
八
％
、
マ
レ
ー
シ
ア
七
四
・
五
％
、
台
湾
七
六
・
五
％
、
香
港
七
一
・
三
％
な
ど
に
の
 
 

ぼ
り
、
在
ア
ジ
ア
子
会
社
全
体
で
は
総
売
上
げ
の
う
ち
対
米
輸
出
比
率
は
六
五
・
二
％
を
し
め
、
さ
ら
に
対
第
三
国
輸
出
が
二
二
・
六
％
 
 

で
、
現
地
販
売
は
わ
ず
か
一
二
・
二
％
を
し
め
る
の
に
す
ぎ
な
い
 
（
八
二
年
の
数
字
、
i
b
i
d
．
｝
p
p
．
N
N
ヅ
N
u
よ
り
算
出
）
。
そ
れ
を
反
映
し
 
 

て
、
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
親
会
社
と
在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
電
機
・
電
子
子
会
社
取
引
、
在
マ
レ
ー
シ
ア
電
機
・
電
子
子
会
社
取
引
は
そ
れ
ぞ
 
 

れ
五
・
〇
億
、
一
・
九
億
ド
ル
の
ア
メ
リ
カ
側
の
赤
字
勘
定
に
な
っ
て
い
る
 
（
第
2
0
表
参
照
）
。
「
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
途
上
国
向
け
直
接
 
 

投
資
は
電
機
・
電
子
産
業
に
集
中
し
、
そ
こ
で
は
主
に
ア
メ
リ
カ
本
国
向
け
の
輸
出
生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
」
 
（
経
企
庁
『
世
界
経
済
レ
ポ
 
 

ー
ト
昭
和
六
二
年
版
』
、
五
八
頁
）
。
た
と
え
ば
「
八
四
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
I
C
部
品
輸
出
の
約
八
〇
％
が
東
南
ア
ジ
ア
に
向
け
ら
れ
、
 
 

I
C
輸
入
の
約
六
〇
％
が
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
」
 
（
馬
場
宏
二
編
『
シ
リ
ー
ズ
世
界
経
済
Ⅰ
国
際
的
連
関
』
、
お
茶
の
 
 

水
書
房
、
一
九
八
六
年
、
二
二
九
頁
）
 
の
で
あ
り
、
半
導
体
や
ラ
ジ
オ
・
T
V
受
信
機
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
部
品
、
電
話
・
電
信
装
置
な
 
 

ど
の
「
労
働
集
約
的
生
産
工
程
を
、
賃
金
の
安
い
開
発
途
上
国
に
お
い
て
行
う
た
め
の
投
資
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
の
電
機
・
電
 
 

］
此
爪
 
 

子
企
業
に
よ
る
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
投
資
が
典
型
的
で
あ
る
」
 
（
同
、
二
二
六
頁
）
 
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
右
の
電
機
・
電
子
部
門
と
は
異
な
 
 

り
、
在
ア
ジ
ア
化
学
・
輸
送
機
械
・
食
品
等
米
系
子
会
社
の
ば
あ
い
は
現
地
販
売
が
圧
倒
的
割
合
を
し
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
化
学
部
門
 
 

で
は
現
地
販
売
比
率
が
八
八
・
〇
％
を
し
め
、
対
米
輸
出
比
率
は
わ
ず
か
二
・
五
％
に
す
ぎ
な
い
。
 
 

（
1
7
）
 
 
「
ア
メ
リ
カ
の
海
外
直
接
投
資
」
の
「
ア
ジ
ア
向
け
の
直
接
投
資
の
…
…
特
色
」
は
、
第
一
に
「
い
ち
じ
る
し
く
電
機
・
電
子
部
門
に
 
 

特
化
し
て
い
る
こ
と
」
、
第
二
に
「
海
外
現
地
法
人
の
売
上
げ
の
う
ち
、
現
地
販
売
よ
り
も
、
輸
出
、
と
く
に
、
ア
メ
リ
カ
本
国
向
け
輸
出
 
 
 



の
割
合
が
高
い
こ
と
…
…
こ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
メ
リ
カ
本
国
の
親
会
社
向
け
で
あ
る
」
 
こ
と
。
結
局
「
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
途
上
国
向
け
 
 

の
海
外
直
接
投
資
は
、
電
機
・
電
子
産
業
に
特
化
し
、
ア
メ
リ
カ
親
企
業
の
ア
ウ
ト
・
ソ
ー
シ
ン
グ
 
（
海
外
調
達
）
 
を
目
的
と
し
て
い
る
」
 
 

（
『
世
界
経
済
白
書
昭
和
6
2
年
版
』
、
一
七
九
－
八
〇
頁
）
 
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
 
 

さ
ら
に
ア
ジ
ア
の
電
機
・
電
子
部
門
と
並
ん
で
、
「
開
発
途
上
国
で
部
品
生
産
を
行
う
…
…
も
う
一
つ
の
代
表
例
は
、
欧
米
自
動
車
企
業
 
 
 

の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
の
子
会
社
に
お
け
る
自
動
車
部
品
生
産
」
 
（
馬
場
宏
二
編
、
前
掲
、
二
二
九
貢
）
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
自
動
車
多
国
 
 
 

籍
企
業
は
メ
キ
シ
コ
・
ブ
ラ
ジ
ル
の
子
会
社
を
ア
メ
リ
カ
本
国
工
場
へ
の
部
品
供
給
基
地
と
し
て
位
置
付
け
、
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
 
 
 

か
に
、
在
外
米
系
子
会
社
の
う
ち
ア
メ
リ
カ
本
国
向
け
輸
出
比
率
が
比
較
的
に
高
い
部
門
と
し
て
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
電
機
・
電
子
、
 
 

カ
ナ
ダ
の
自
動
車
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
般
機
械
・
化
学
が
あ
げ
ら
れ
る
 
（
第
2
1
表
参
照
）
。
 
 
 

在
外
米
系
製
造
業
子
会
社
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
本
国
向
け
輸
出
高
は
、
電
機
・
電
子
、
運
輸
機
械
、
一
般
機
械
製
品
を
中
心
に
し
て
七
〇
 
 

年
の
五
五
億
ド
ル
か
ら
七
七
年
に
は
一
九
六
億
ド
ル
、
さ
ら
に
八
四
年
に
は
四
三
七
億
ド
ル
へ
こ
の
間
七
・
九
倍
も
、
ア
メ
リ
カ
国
内
製
 
 

造
業
の
出
荷
額
の
同
期
間
の
伸
び
三
・
六
倍
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
激
増
し
て
い
る
 
（
日
本
開
発
銀
行
『
調
査
第
一
〇
言
写
』
、
一
九
八
七
 
 
 

年
、
四
九
頁
ほ
か
）
。
こ
の
う
ち
在
外
米
系
子
会
社
に
よ
る
対
米
輸
出
の
う
ち
親
会
社
向
け
対
米
輸
出
の
割
合
は
、
全
体
の
八
六
二
％
を
 
 

し
め
、
親
会
社
非
関
連
向
け
対
米
輸
出
は
残
余
の
一
三
・
九
％
を
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
 
（
八
二
年
の
数
字
、
D
．
〇
f
C
O
m
m
．
－
O
p
．
C
i
t
こ
p
．
 
 

N
N
の
よ
り
算
出
）
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
在
外
米
系
製
造
業
子
会
社
か
ら
の
輸
入
が
ア
メ
リ
カ
の
工
業
製
品
総
輸
入
に
し
め
る
比
率
は
一
九
・
 
 
 

九
％
、
と
く
に
電
機
で
は
四
〇
・
七
％
、
輸
送
機
械
四
〇
・
一
％
、
化
学
二
六
・
六
％
に
の
ぽ
り
、
逆
に
ア
メ
リ
カ
親
会
社
か
ら
の
対
在
 
 
 

外
米
系
子
会
社
へ
の
製
造
業
製
品
輸
出
が
ア
メ
リ
カ
製
造
業
製
品
総
輸
出
に
し
め
る
比
率
 
（
ア
メ
リ
カ
の
非
関
連
会
社
か
ら
の
米
系
子
会
 
 

社
へ
の
輸
出
も
含
む
）
 
は
二
四
・
五
％
に
達
し
 
（
八
二
年
の
数
字
、
開
銀
、
前
掲
『
調
査
第
一
〇
言
号
』
、
五
〇
頁
、
D
．
〇
f
C
O
ヨ
ヨ
．
一
U
．
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅲ
）
 
 
 



第21表 在外米系製造業子会社川のアメリカ向け輸出  

（1982年，100万ドル）  

計  食品  化学  第→次金属  一般機械  電機・電子  運輸機械  その他製造業   

総   26，244  57〔）  2，043    3，073  4，630  12，190  2，998   

先進国   2r），099  431  1，598  5（）0  2，601  78（）  11，630  2，585   

カナダ   15，599  76  （D）  349  （D）  435  11，432  2，0（）3   

ヨーロッパ   3，596  ：う46  683  138  1，4（）6  336  163  524   

［川l本   （D）   （D）   0  （D）   

オセアニア・南アフリカ   （D）   9  （D）    （D）   8  （D）   

発展途上国   6，144  1：う9  445  2：∋9  471  3，85∩  587  

ラテンアメリカ   1，855  80  40（）  8：i  104  5〔）7  432  248   

アジア・太γ洋   （D）  59  38  （D）  （D）  3、325  155  15Jl   

香港   586   2  （※）  64  457   0  6ニi   

シンガポール  1，228   4    （※）  246  7掴  153   

韓国   232   0   0   232   （※）   

台湾   715   （D）  （D）  628   2  34   

マレーシア  l，003   1 995 8   

タイ   27  （D）  （※）   り   （D）   

フィリッビン  263  （D）   （D）  1紬   （D）   

アフリカ   （D）   り   （D）   （．）   （D）   

【口東   33   6   （D）  （D）   

（備考）アメリカ向け輸出   

比率121（％）   

（D）は個別企業の情報秘匿のため非公表。（※）は5町方ドル以下。  

tlI非銀行撹会社の多数株所有の在外子会社。   

（2）アメリカ向け輸出額／在外子会社の総売上高。  

（出所）D．（止CommりAbroad：19t！21うechmarcl〈SurveyData、P．22（う．Ⅰ）．228より算出。   



S
．
T
r
a
d
e
 
P
e
r
f
O
r
m
a
n
C
e
 
i
ロ
ー
悪
声
p
．
－
茎
よ
り
算
出
）
、
ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業
の
 
「
企
業
内
貿
易
」
取
引
が
同
国
輸
出
入
貿
易
の
一
 
 

｛
1
H
）
 
 

大
部
分
を
し
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
 
 

（
1
8
）
 
ア
メ
リ
カ
の
多
国
籍
企
業
を
理
論
化
し
た
議
論
と
し
て
は
、
六
〇
年
代
に
提
唱
さ
れ
た
S
・
ハ
イ
マ
ー
＝
C
・
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
 
 

「
国
際
的
寡
占
理
論
」
 
（
S
．
H
y
i
諾
r
｝
T
訂
i
n
完
S
t
ヨ
e
コ
t
O
p
e
r
a
t
i
O
コ
O
f
N
a
t
i
O
コ
a
〓
i
r
m
s
一
】
諾
】
）
 
と
R
・
バ
ー
ノ
ン
の
「
プ
ロ
ダ
ク
 
 

ト
・
サ
イ
ク
ル
論
」
 
（
R
．
く
e
r
n
O
コ
」
コ
t
e
r
n
a
t
i
O
I
忘
〓
－
蔓
e
S
t
n
亮
コ
t
a
－
己
I
n
t
e
r
コ
a
t
i
O
n
a
－
T
r
a
d
e
i
n
t
h
e
P
r
O
d
u
c
t
C
y
c
】
e
L
禁
色
 
が
と
 
 

く
に
著
名
で
あ
る
。
前
者
は
、
五
〇
年
代
末
～
六
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業
の
対
外
直
接
投
資
の
主
要
部
分
が
対
ヨ
ー
ロ
 
 

ッ
・
 

パ
製
造
業
部
門
に
、
し
か
も
そ
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
造
業
直
接
投
資
が
一
般
機
械
・
化
学
・
電
機
・
電
子
・
運
輸
機
械
な
ど
市
場
支
 
 

配
・
集
中
度
の
高
い
一
部
の
高
技
術
重
化
学
工
業
部
門
に
集
中
し
て
い
た
じ
じ
っ
を
反
映
し
て
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業
が
も
っ
 
 

て
い
た
「
製
品
差
別
化
」
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
」
「
価
格
管
理
」
「
非
公
開
技
術
」
な
ど
の
独
占
的
優
位
性
要
因
と
、
同
要
因
に
も
と
づ
 
 

く
現
地
産
業
の
支
配
力
を
と
り
わ
け
強
調
し
て
組
建
て
ら
れ
た
説
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
。
後
者
バ
ー
ノ
ン
説
は
、
六
〇
年
代
後
半
以
降
 
 

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
国
内
の
労
賃
騰
貴
と
急
速
に
復
活
・
台
頭
し
た
西
欧
・
日
本
産
業
と
の
国
際
競
争
激
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
ア
メ
リ
 
 

カ
多
国
籍
企
業
が
低
賃
金
途
上
諸
国
へ
直
接
投
資
を
増
加
さ
せ
て
海
外
生
産
拠
点
を
設
置
し
、
か
つ
在
外
子
会
社
製
品
を
ア
メ
リ
カ
本
国
 
 

へ
逆
輸
入
し
た
事
実
に
鑑
み
て
、
主
に
労
賃
水
準
の
差
異
の
生
産
コ
ス
ト
要
因
に
も
と
づ
い
て
投
資
対
象
地
域
が
ア
メ
リ
カ
↓
非
米
先
進
 
 

国
1
発
展
途
上
国
へ
地
理
的
に
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
こ
と
を
説
い
た
議
論
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
、
七
〇
年
代
後
半
以
 
 

降
に
本
国
親
企
業
と
海
外
子
会
社
間
取
引
き
が
い
ち
じ
る
し
く
拡
大
し
「
企
業
内
分
業
」
が
発
達
し
た
事
実
を
背
景
に
し
、
企
業
内
取
引
 
 

に
も
と
づ
く
生
産
・
流
通
等
コ
ス
ト
の
ミ
ニ
マ
ム
化
効
果
に
注
目
し
て
、
「
国
境
を
こ
え
る
い
わ
ゆ
る
市
場
の
内
部
化
が
多
国
籍
企
業
を
形
 
 

成
す
る
」
と
主
張
す
る
P
・
1
・
バ
ッ
ク
レ
イ
＝
M
・
カ
ソ
ン
な
ど
に
よ
る
「
内
部
化
理
論
」
（
P
．
J
．
B
u
c
k
－
e
y
紆
M
．
C
a
s
s
O
n
一
↓
h
e
 
 

F
u
t
u
r
e
O
ご
h
e
M
u
芹
i
n
a
t
i
O
n
a
】
E
n
t
e
r
p
r
i
s
e
．
－
笥
e
 
お
よ
び
多
国
籍
企
業
の
対
外
直
接
投
資
の
拡
大
・
対
外
進
出
に
と
も
な
う
国
内
 
 

産
業
「
空
洞
化
」
の
進
展
（
国
内
生
産
二
雇
用
・
投
資
の
相
対
的
減
少
、
生
産
性
上
昇
の
停
滞
な
ど
）
 
の
難
点
を
指
摘
・
強
調
す
る
R
・
 
 

ギ
ル
ピ
ン
に
よ
る
「
多
国
籍
企
業
没
落
諭
」
 
（
R
．
G
i
l
p
ぎ
U
．
S
．
P
O
W
e
r
a
n
d
t
h
e
M
u
－
t
i
n
a
t
i
O
n
a
－
C
O
r
p
O
r
a
t
i
O
コ
」
笥
∽
）
 
や
、
「
国
際
 
 

寡
占
理
論
」
・
「
内
部
化
理
論
」
な
ど
を
折
衷
・
総
合
し
た
1
■
H
・
ダ
ニ
ン
グ
の
「
折
衷
理
論
」
（
J
．
芦
D
u
n
n
i
n
g
－
E
眉
訂
i
n
i
n
g
C
h
a
コ
g
i
n
g
 
 

P
a
t
什
e
r
コ
S
O
f
l
n
t
e
コ
㌫
t
i
O
コ
a
】
P
r
O
d
u
c
t
訂
n
こ
彗
讐
 
な
ど
の
議
論
が
、
登
場
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
多
国
籍
企
業
に
関
す
る
諸
説
に
 
 

つ
い
て
は
宮
崎
義
一
『
現
代
資
本
主
義
と
多
国
籍
企
業
』
 
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
）
、
第
2
章
、
本
間
昭
良
『
海
外
直
接
投
資
の
多
国
 
 

籍
企
業
形
態
論
』
 
（
玄
文
社
、
一
九
九
二
年
）
、
日
高
寛
平
「
多
国
籍
企
業
理
論
に
お
け
る
新
潮
流
」
（
中
央
大
『
商
学
論
纂
』
第
2
9
巻
第
2
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
川
）
 
 
 



芙
 
 

号
、
一
九
八
七
年
）
 
な
ど
参
照
。
 
 
 

周
知
の
よ
う
に
第
一
次
大
戦
前
古
典
的
帝
国
主
義
期
に
お
け
る
先
進
国
金
融
資
本
に
よ
る
対
外
直
接
投
資
は
、
も
っ
ぱ
ら
後
進
国
・
地
 
 

域
へ
、
産
業
と
し
て
農
・
鉱
業
一
次
産
品
部
門
お
よ
び
鉄
道
・
港
湾
・
都
市
施
設
等
公
益
・
建
設
部
門
に
集
中
投
下
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
 
 

で
は
先
進
諸
国
は
、
自
ら
が
輸
出
す
る
資
本
に
直
接
・
間
接
結
び
つ
け
て
重
化
学
製
品
を
中
心
と
す
る
工
業
製
品
を
対
後
進
諸
国
向
け
に
 
 

輸
出
し
、
他
方
後
進
諸
国
は
導
入
資
本
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
農
産
物
・
エ
業
原
料
・
鉱
物
等
一
次
産
品
を
対
先
進
国
向
け
に
輸
出
し
、
先
 
 

進
国
重
化
学
工
業
と
後
進
国
一
次
産
品
産
業
は
相
互
補
完
的
に
拡
大
し
、
有
無
相
通
的
に
相
互
に
発
展
し
う
る
関
係
に
あ
っ
た
。
第
一
次
 
 

大
戦
前
の
帝
国
主
義
国
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
等
の
国
際
投
資
は
、
相
互
「
補
完
的
な
国
際
貿
易
の
発
展
と
結
び
つ
い
た
投
資
」
 
で
あ
り
、
 
 

双
方
の
「
経
済
生
活
に
お
い
て
非
常
に
重
要
か
つ
建
設
的
な
役
割
を
果
し
」
、
「
国
際
投
資
一
般
が
名
声
を
博
し
た
」
（
R
O
y
a
〓
コ
S
t
i
t
u
t
e
 
O
f
 
 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
A
f
f
a
i
r
s
】
T
h
e
P
r
O
b
－
e
m
O
f
i
n
t
e
r
ロ
a
t
i
O
コ
a
〓
n
く
e
S
t
m
e
n
t
」
垣
当
一
楊
井
克
巳
他
訳
『
国
際
投
資
論
』
、
日
本
評
論
社
、
 
 

一
九
七
〇
年
、
一
〇
、
ニ
ー
貢
）
 
と
称
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
右
に
み
た
よ
う
に
第
二
次
大
戦
後
七
〇
年
代
以
降
の
 
 

ア
メ
リ
カ
の
対
途
上
国
対
外
投
資
は
、
主
に
製
造
業
部
門
に
向
け
ら
れ
 
（
八
一
年
末
の
対
途
上
国
直
接
投
資
総
残
高
の
う
ち
製
造
業
投
資
 
 

は
最
大
の
三
四
・
四
％
を
し
め
、
つ
ぎ
に
石
油
投
資
が
ニ
ー
こ
ハ
％
、
金
融
 
（
銀
行
を
除
く
）
・
保
険
・
不
動
産
投
資
一
三
・
〇
％
な
ど
、
 
 

S
．
C
．
B
．
｝
A
u
g
u
s
t
」
諾
N
一
p
．
N
N
よ
り
算
出
）
、
し
か
も
そ
の
ば
あ
い
在
途
上
国
製
造
業
子
会
社
が
生
産
し
た
製
品
の
主
要
部
分
が
ア
メ
リ
 
 

カ
本
国
へ
大
量
に
逆
輸
出
さ
れ
て
、
本
国
市
場
で
本
国
の
同
種
・
同
類
の
製
品
と
直
接
競
合
・
対
立
し
、
ア
メ
リ
カ
国
内
工
業
を
圧
迫
し
 
 

破
壊
す
る
重
大
要
因
と
な
っ
て
作
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
古
典
的
帝
国
主
義
期
の
ば
あ
い
の
そ
れ
と
は
全
く
異
り
、
第
二
次
大
 
 

戦
後
七
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
対
外
投
資
は
、
現
地
の
製
造
業
部
門
に
直
接
投
下
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
低
開
発
・
途
上
国
の
工
業
 
 

∴
川
∵
 
 

化
を
推
進
す
る
テ
コ
と
な
る
 
－
 
「
こ
れ
ら
N
I
E
S
を
含
む
発
展
途
上
国
の
発
展
が
、
米
国
・
日
本
か
ら
の
技
術
導
入
、
直
接
投
資
」
 
 
 



に
よ
っ
て
先
導
さ
れ
て
実
現
し
、
同
工
業
発
展
に
た
い
す
る
 
「
先
進
工
業
国
企
業
お
よ
び
産
業
へ
の
包
摂
の
進
展
を
と
も
な
い
な
が
ら
の
 
 

発
展
で
あ
っ
た
」
 
（
杉
本
昭
七
編
著
『
現
代
世
界
経
済
の
転
換
と
融
合
』
、
同
文
館
、
一
九
九
二
年
、
一
三
貢
）
－
－
－
一
方
で
は
、
資
本
輸
 
 

出
国
ア
メ
リ
カ
本
国
の
国
内
生
産
力
基
盤
を
弱
化
・
破
壊
し
、
国
内
産
業
の
 
「
空
洞
化
」
を
促
進
す
る
と
い
う
歴
史
上
き
わ
め
て
特
異
な
 
 

性
格
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
若
干
の
事
例
を
あ
げ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
電
機
・
電
子
巨
大
企
業
G
E
社
は
、
ア
メ
 
 

リ
カ
国
内
市
場
で
販
売
す
る
民
生
用
電
子
機
器
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
ア
ジ
ア
か
ら
の
海
外
調
達
製
品
に
切
り
替
え
た
代
り
に
、
国
内
の
カ
 
 
 

ラ
ー
T
V
製
造
工
場
を
全
面
閉
鎖
し
、
国
内
生
産
か
ら
完
全
徹
返
し
て
し
ま
っ
て
い
る
 
（
八
五
年
の
同
社
の
海
外
調
達
高
は
一
四
億
ド
ル
 
 

に
の
ぽ
る
）
。
ま
た
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
の
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
社
が
部
品
の
海
外
調
達
比
率
を
八
一
～
八
五
年
間
に
四
倍
引
上
げ
た
の
に
伴
 
 

い
、
ア
メ
リ
カ
鍛
造
業
界
は
市
場
と
生
産
の
四
〇
％
を
失
い
事
業
の
大
幅
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ア
リ
ン
グ
や
パ
ワ
ー
・
シ
 
 

ャ
ベ
ル
部
門
で
も
、
工
場
・
生
産
の
海
外
移
転
と
国
内
生
産
の
放
棄
が
同
時
平
行
し
て
進
め
ら
れ
、
八
六
年
に
前
者
で
は
四
分
の
三
が
海
 
 

外
調
達
製
品
に
よ
っ
て
し
め
ら
れ
、
後
者
で
は
国
内
生
産
比
率
が
わ
ず
か
一
〇
％
に
激
減
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
家
電
専
業
メ
ー
カ
ー
ゼ
 
 

ニ
ス
社
の
七
七
年
の
台
湾
・
メ
キ
シ
コ
へ
の
工
場
移
転
は
、
国
内
雇
用
者
の
四
分
の
一
の
レ
イ
オ
フ
と
国
内
工
場
閉
鎖
を
と
も
な
い
、
「
ク
 
 

ラ
イ
ス
ラ
ー
、
フ
ォ
ー
ド
、
G
M
の
各
社
は
、
メ
キ
シ
コ
に
か
な
り
の
規
模
の
エ
ン
ジ
ン
工
場
を
完
成
し
て
お
り
」
、
そ
の
反
面
で
は
「
ア
 
 

メ
リ
カ
国
内
生
産
を
や
め
…
…
漸
次
生
産
活
動
は
海
外
に
移
そ
う
と
い
う
構
え
」
と
「
戦
略
」
を
と
り
 
（
J
．
B
a
r
a
n
s
O
n
】
O
p
．
C
i
t
．
．
前
掲
 
 

訳
、
二
六
三
頁
）
、
国
内
自
動
車
生
産
に
必
要
な
部
品
の
輸
入
比
率
は
八
五
年
の
一
八
％
が
九
五
年
に
は
二
九
％
に
上
昇
す
る
も
の
と
見
込
 
 

ま
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
八
〇
年
代
前
半
期
の
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
に
と
も
な
う
ド
ル
高
を
契
機
に
し
て
G
M
・
I
B
M
等
ア
メ
リ
カ
の
 
 

代
表
的
大
企
業
は
本
格
的
な
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
 
（
海
外
調
達
）
 
の
断
行
に
い
っ
せ
い
に
踏
み
切
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
G
M
社
や
G
E
 
 

社
は
、
八
三
年
に
、
従
前
の
部
品
内
製
中
心
か
ら
海
外
部
品
調
達
及
び
O
E
M
委
託
生
産
重
点
に
方
針
変
更
し
、
I
B
M
社
も
、
八
一
年
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
m
）
 
 

五  
・－ヒ：   



宍
 
 
 

に
、
外
部
調
達
方
式
依
存
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
市
場
へ
の
参
入
を
決
定
し
て
い
る
。
八
五
年
に
お
け
る
I
B
M
の
パ
ソ
コ
ン
二
口
当
り
の
製
 
 

造
コ
ス
ト
八
六
〇
ド
ル
の
う
ち
、
外
国
製
機
器
・
部
品
コ
ス
ト
は
七
三
％
を
し
め
て
い
る
 
（
う
ち
同
社
在
外
子
会
社
か
ら
の
調
達
部
品
二
 
 

七
％
、
韓
国
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
日
本
か
ら
の
輸
入
部
品
四
六
％
）
。
そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
企
業
に
よ
る
部
品
・
機
器
の
海
外
調
達
購
入
や
 
 

O
E
M
輸
入
の
増
加
が
、
対
外
直
接
投
資
に
よ
る
海
外
工
場
移
転
の
ば
あ
い
と
同
様
な
国
内
産
業
の
「
空
洞
化
」
作
用
を
も
た
ら
し
て
い
 
 

へ
却
二
コ
l
一
 
 

る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
 
（
以
上
、
B
u
s
i
コ
e
S
S
W
e
e
k
｝
M
a
r
c
h
∽
一
－
悪
声
p
p
．
∽
？
諾
参
照
）
。
 
 
 

（
1
9
）
 
ア
メ
リ
カ
の
対
途
上
国
直
接
投
資
は
、
現
地
へ
工
場
を
移
転
し
、
現
地
工
業
を
移
植
・
振
興
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
果
的
に
低
開
発
国
 
 

の
工
業
化
を
実
現
す
る
横
杵
的
役
割
を
果
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
N
I
E
S
の
工
業
製
品
輸
出
に
し
め
る
現
地
多
国
籍
企
業
の
輸
出
シ
ェ
ア
 
 

は
、
た
と
え
ば
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
八
五
％
（
七
九
年
）
、
台
湾
二
九
％
 
（
七
六
年
）
、
韓
国
二
八
％
（
七
四
年
）
 
に
の
ぽ
っ
て
い
る
 
（
杉
 
 

本
昭
七
編
著
、
前
掲
、
一
三
頁
）
。
ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業
に
よ
る
対
途
上
国
製
造
業
直
接
投
資
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
多
国
簿
銀
行
の
対
途
上
 
 

国
長
期
資
金
貸
付
さ
ら
に
日
本
多
国
籍
企
業
の
対
ア
ジ
ア
「
オ
フ
シ
ョ
ア
型
投
資
」
の
資
本
輸
出
な
く
し
て
は
、
対
米
輸
出
増
加
を
基
軸
 
 

と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
太
平
洋
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
L
の
形
成
と
そ
の
拡
大
が
あ
り
え
ず
、
ア
ジ
ア
N
I
E
S
の
輸
出
主
導
型
工
業
発
展
は
と
 
 

う
て
い
実
現
さ
れ
え
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
韓
国
の
民
族
財
閥
企
業
の
成
長
も
、
た
ん
に
韓
国
政
府
の
低
金
利
資
金
供
与
や
内
国
税
・
 
 

関
税
減
免
等
特
別
優
遇
政
策
の
み
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
大
豊
の
外
資
借
入
や
O
E
M
委
託
・
契
約
生
産
な
ど
外
国
資
本
・
企
業
と
密
接
 
 

に
結
び
つ
き
、
そ
れ
を
テ
コ
に
し
て
実
現
し
て
い
る
の
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
 
 

（
2
0
）
 
「
ア
メ
リ
カ
の
…
‥
・
企
業
活
動
の
衰
退
は
ま
ず
製
造
か
ら
始
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
企
業
は
、
海
外
の
メ
ー
カ
ー
と
契
約
し
て
、
簡
単
な
製
 
 

品
の
手
作
業
に
よ
る
組
み
立
て
を
委
託
し
、
つ
い
で
部
品
の
製
造
を
、
そ
し
て
さ
い
ご
に
は
、
製
造
の
全
シ
ス
テ
ム
を
委
託
し
た
の
で
あ
 
 

る
。
製
造
の
大
半
を
放
棄
し
た
後
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
ー
カ
ー
は
研
究
・
開
発
を
諦
め
、
つ
ぎ
に
は
経
営
管
理
、
そ
し
て
つ
い
に
は
マ
ー
ケ
 
 

テ
ィ
ン
グ
か
ら
も
徹
過
し
て
し
ま
っ
た
」
 
（
M
．
L
．
D
e
r
t
O
u
N
O
S
a
n
d
O
t
h
e
r
s
一
〇
p
．
n
i
t
こ
p
p
．
N
－
γ
－
∞
｝
前
掲
訳
、
三
〇
二
頁
）
。
 
 

な
お
、
産
業
「
空
洞
化
」
を
、
経
済
企
画
庁
調
査
課
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
具
体
的
に
定
義
し
て
い
る
。
「
製
造
業
全
体
が
競
争
力
を
失
い
、
 
 

国
内
か
ら
重
要
産
業
が
撤
退
し
て
、
直
接
投
資
等
を
通
じ
て
国
外
へ
流
出
し
、
国
内
に
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
み
が
滞
留
し
、
成
長
力
が
弱
 
 

化
す
る
状
況
」
 
（
経
企
庁
『
世
界
経
済
白
書
昭
和
六
〇
年
版
』
、
一
七
四
貢
）
 
で
あ
る
。
 
 

（
2
1
）
 
ア
メ
リ
カ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
D
・
L
・
バ
ー
レ
ッ
ト
＝
J
・
B
・
ス
テ
イ
ー
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
企
業
の
対
外
直
接
投
資
に
よ
る
国
 
 
 



内
産
業
「
空
洞
化
」
を
、
実
例
を
あ
げ
て
き
わ
め
て
ビ
ビ
ッ
ト
に
記
録
し
て
い
る
。
終
戦
直
後
の
l
九
四
七
年
に
創
立
さ
れ
た
伝
統
を
も
 
 

つ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
パ
タ
ー
ソ
ン
エ
場
は
、
蛍
光
灯
の
部
品
製
造
工
場
で
あ
っ
た
。
同
工
場
は
、
一
九
八
六
年
 
 

に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
本
社
が
あ
る
マ
グ
ネ
チ
ッ
ク
社
に
買
収
さ
れ
た
末
、
八
九
年
に
つ
い
に
閉
鎖
さ
れ
、
五
〇
〇
人
の
従
業
員
の
ほ
と
ん
 
 

ど
全
部
が
解
雇
さ
れ
た
。
親
会
社
が
、
メ
キ
シ
コ
・
マ
キ
ラ
ド
ラ
に
工
場
を
新
設
し
、
メ
キ
シ
コ
人
労
働
者
一
五
〇
〇
人
を
雇
用
し
て
フ
 
 

ル
操
業
を
開
始
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
て
時
給
七
ド
ル
九
一
セ
ン
ト
の
ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
が
、
時
給
一
ド
ル
四
五
セ
ン
ト
の
低
賃
 
 

金
の
メ
キ
シ
コ
労
働
者
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
、
「
ア
メ
リ
カ
国
内
で
作
ら
れ
て
い
た
製
品
が
、
メ
キ
シ
コ
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
 
 

ア
メ
リ
カ
消
費
者
に
向
け
て
北
へ
出
荷
さ
れ
る
」
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
グ
ネ
チ
ッ
ク
社
側
は
、
S
E
C
 
（
連
邦
証
券
取
引
委
員
会
）
提
出
 
 

の
報
告
書
の
な
か
で
、
「
当
社
は
、
製
造
部
門
を
整
理
統
合
す
る
と
と
も
に
、
生
産
ラ
イ
ン
を
労
働
力
単
価
と
諸
経
費
を
安
く
抑
え
る
こ
と
 
 

が
で
き
る
施
設
に
移
転
し
た
…
…
当
社
で
は
、
賃
金
が
低
い
メ
キ
シ
コ
に
本
格
的
な
製
造
施
設
を
つ
く
」
り
、
業
績
の
回
復
と
そ
の
向
上
 
 

を
図
っ
た
と
報
告
し
、
ま
た
同
社
の
重
役
は
「
地
域
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
悲
劇
的
な
こ
と
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
も
残
念
に
思
っ
て
い
る
。
 
 

し
か
し
…
…
わ
が
社
は
生
き
延
び
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
か
つ
て
労
働
市
場
と
い
え
ば
ア
メ
リ
カ
国
内
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
 
 

そ
れ
が
い
ま
や
『
北
米
』
 
で
あ
り
、
私
の
考
え
で
は
、
中
米
も
含
ま
れ
て
い
る
。
国
と
い
う
よ
り
地
域
が
世
界
的
な
ス
ケ
ー
ル
で
競
争
す
 
 

る
時
代
な
の
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
労
働
者
側
に
た
い
し
て
は
、
「
一
つ
の
会
社
で
何
十
年
も
働
い
た
あ
げ
く
、
突
然
、
解
 
 

雇
さ
れ
、
転
職
も
ま
ま
な
ら
ず
、
老
後
に
保
障
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
年
金
ま
で
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
ま
こ
と
に
悲
劇
的
で
残
酷
 
 

な
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
パ
タ
ー
ソ
ン
工
場
で
、
三
三
年
間
も
「
自
分
の
仕
事
が
好
き
で
、
仕
事
に
誇
り
 
 

を
も
」
ち
仕
事
一
筋
に
働
き
つ
づ
け
た
あ
げ
く
の
果
て
に
、
丸
裸
で
街
頭
に
投
げ
だ
さ
れ
再
就
職
先
が
み
つ
か
ら
ず
、
完
全
に
失
業
し
て
 
 

し
ま
っ
た
「
モ
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
例
と
似
た
よ
う
な
話
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
に
あ
る
」
。
九
〇
年
末
現
在
で
、
 
 

メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業
子
会
社
工
場
数
は
叫
八
五
〇
カ
所
に
の
ぼ
り
、
メ
キ
シ
コ
人
雇
用
労
働
者
数
は
五
三
万
人
に
 
 

達
し
て
い
る
。
D
．
「
B
a
ユ
e
t
t
a
n
d
J
．
B
一
S
t
e
e
－
e
－
A
ヨ
e
r
i
c
a
‥
W
h
a
t
W
e
n
t
W
r
O
－
邑
ご
嚢
中
堺
屋
太
一
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
没
落
』
、
ジ
 
 

ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
、
一
九
九
三
年
）
、
第
2
章
参
照
。
 
 

右
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業
に
よ
る
対
外
直
接
投
資
が
増
加
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
 
（
ア
メ
リ
カ
の
製
造
業
対
外
直
接
投
資
は
六
 
 

六
～
七
六
年
間
に
年
平
均
二
・
四
％
、
七
七
～
八
一
年
間
に
同
じ
く
一
〇
・
五
％
、
八
二
～
八
五
年
間
に
も
四
こ
ハ
％
の
割
合
で
増
加
 
 

し
て
い
る
、
『
通
商
自
書
昭
和
六
二
年
版
』
、
二
二
四
頁
）
、
在
外
子
会
社
の
現
地
生
産
と
ア
メ
リ
カ
の
逆
輸
入
が
増
加
し
、
逆
輸
入
が
増
加
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
m
）
 
 



六
〇
 
 
 

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
本
国
の
産
業
「
空
洞
化
」
が
よ
り
い
っ
そ
う
進
展
す
る
関
係
が
あ
っ
た
。
在
外
米
系
製
造
業
子
会
社
の
現
地
 
 

生
産
高
は
、
七
七
～
八
八
年
に
二
・
四
倍
増
加
し
、
同
子
会
社
製
品
の
総
販
売
の
う
ち
対
米
輸
出
比
率
（
ア
メ
リ
カ
向
け
輸
出
額
／
在
外
 
 

子
会
社
の
総
売
上
高
）
 
は
、
七
七
年
の
九
・
一
％
が
八
二
年
に
は
九
・
七
％
、
八
四
年
に
は
一
四
・
〇
％
へ
傾
向
的
に
上
昇
し
、
ア
メ
リ
 
 

カ
の
輸
入
に
し
め
る
在
外
米
系
子
会
社
か
ら
の
製
造
業
製
品
の
輸
入
比
率
は
、
先
に
も
み
た
よ
う
に
電
子
部
品
で
は
四
三
・
六
％
、
自
動
 
 

車
三
五
二
％
、
事
務
用
機
器
二
三
・
五
％
、
建
設
機
械
二
三
・
五
％
な
ど
に
達
し
て
い
る
 
（
出
所
が
異
な
る
た
め
前
出
の
数
字
と
は
若
 
 

干
差
異
が
あ
る
。
同
、
二
二
大
、
二
二
八
頁
ほ
か
）
。
こ
う
し
て
「
生
産
の
海
外
移
転
と
部
品
や
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
海
外
調
達
購
入
に
よ
 
 

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
企
業
は
、
強
い
産
業
の
国
内
基
地
ま
で
大
規
模
に
失
っ
て
し
ま
っ
た
」
 
（
B
u
s
i
コ
e
S
S
W
e
e
k
一
M
a
r
c
h
u
」
岩
戸
p
．
∽
空
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

以
上
を
ま
と
め
て
い
う
と
、
第
一
に
、
世
界
経
済
の
「
主
柱
国
」
 
に
位
置
す
る
ア
メ
リ
カ
は
、
大
規
模
な
財
政
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
基
 
 

軸
と
す
る
内
需
主
導
－
輸
入
拡
大
型
の
パ
タ
ー
ン
を
と
っ
て
戦
後
経
済
発
展
を
遂
げ
た
。
そ
し
て
同
ア
メ
リ
カ
経
済
体
制
・
ア
メ
リ
カ
市
 
 

場
の
膨
張
を
中
心
に
主
導
さ
れ
て
、
戦
後
の
世
界
経
済
は
め
ざ
ま
し
い
経
済
成
長
を
実
現
で
き
た
。
第
二
に
、
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
に
 
 

は
、
フ
ロ
ー
ト
制
の
枠
組
み
の
下
で
ア
メ
リ
カ
中
心
に
世
界
経
済
の
〓
疋
の
発
展
が
達
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
過
程
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ
の
 
 
 

外
部
に
同
国
の
生
産
力
を
上
回
る
、
新
規
の
M
E
生
産
力
が
日
本
産
業
中
心
に
形
成
さ
れ
た
。
日
本
産
業
の
M
E
生
産
力
の
発
展
は
、
前
 
 

述
の
よ
う
に
フ
ロ
ー
ト
制
に
固
有
な
通
貨
の
フ
ロ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
合
理
化
強
制
圧
力
の
作
用
な
ど
の
ほ
か
に
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
市
 
 

場
の
膨
張
に
主
に
依
存
し
て
実
現
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
で
は
同
M
E
生
産
力
は
ア
メ
リ
カ
自
身
が
結
果
的
に
作
ら
せ
た
も
の
と
 
 

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
そ
の
た
め
に
優
越
し
た
外
部
の
生
産
力
に
よ
っ
て
国
内
外
市
場
で
圧
迫
さ
れ
て
、
M
E
化
に
大
幅
な
遅
れ
 
 

を
と
っ
た
ア
メ
リ
カ
国
内
産
業
は
い
ち
じ
る
し
い
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
従
来
の
量
産
型
重
化
学
工
業
の
生
産
力
水
準
を
 
 
 



上
回
る
M
E
生
産
力
の
形
成
、
そ
れ
を
基
礎
に
し
て
台
頭
し
た
日
本
産
業
と
米
欧
産
業
の
直
接
的
な
対
立
、
ア
メ
リ
カ
産
業
の
衰
退
と
い
 
 

う
諸
関
係
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
世
界
農
業
不
況
の
出
現
に
も
匹
敵
す
る
、
第
二
次
大
戦
後
の
資
本
主
義
世
界
経
済
に
お
け
る
画
期
的
な
 
 

歴
史
的
大
事
件
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
そ
う
し
た
日
本
等
非
米
諸
国
の
優
越
し
た
工
業
生
産
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
金
融
資
 
 

本
は
低
賃
金
途
上
諸
国
に
、
海
外
生
産
拠
点
を
求
め
て
工
場
移
転
し
、
国
内
生
産
を
自
己
の
在
外
子
会
社
生
産
に
振
り
替
え
・
委
譲
し
、
 
 

か
つ
低
廉
な
海
外
部
晶
調
達
購
入
増
加
や
O
E
M
製
品
供
給
依
存
を
大
た
ん
に
す
す
め
た
。
そ
こ
で
は
海
外
途
上
諸
国
の
低
賃
金
労
働
力
 
 

利
用
に
よ
る
コ
ス
ト
切
下
げ
だ
け
が
、
ア
メ
リ
カ
企
業
が
と
り
う
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
対
抗
手
段
で
あ
り
、
国
内
投
資
・
生
産
よ
り
も
対
 
 

外
投
資
・
生
産
が
相
対
的
に
よ
り
有
利
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
は
「
輸
出
戦
略
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
海
 
 

外
投
資
戦
略
」
を
主
と
し
、
「
現
地
生
産
選
好
型
」
の
多
国
籍
企
業
形
態
を
と
っ
て
対
外
発
展
し
た
。
そ
の
結
果
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
の
海
 
 

－
”
ご
 
外
資
産
・
海
外
販
売
比
率
等
対
外
依
存
度
が
い
ち
じ
る
し
く
膨
張
・
上
昇
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
の
多
国
籍
企
 
 

業
的
対
外
膨
張
・
対
外
支
配
の
拡
大
・
強
化
は
、
ア
メ
リ
カ
資
本
の
強
さ
で
は
な
く
て
む
し
ろ
反
対
に
日
本
等
の
そ
れ
に
比
し
て
の
ア
メ
 
 

リ
カ
金
融
資
本
の
相
対
的
な
生
産
力
的
弱
さ
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
そ
の
海
外
資
産
・
海
外
売
上
依
存
増
加
等
は
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
の
「
空
 
 

洞
化
」
 
の
進
展
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
四
に
、
そ
の
結
果
、
日
本
の
M
E
生
産
力
を
中
心
と
す
る
外
部
生
産
力
に
よ
る
圧
迫
の
み
 
 

な
ら
ず
、
自
ら
の
多
国
籍
企
業
的
対
応
と
発
展
に
よ
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
生
産
・
雇
用
・
投
資
が
犠
牲
に
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
国
 
 

㌫
ご
 
 

内
産
業
の
「
空
洞
化
」
が
進
行
し
、
ア
メ
リ
カ
国
内
工
業
生
産
力
基
盤
が
い
ち
じ
る
し
く
侵
食
さ
れ
失
わ
れ
た
の
で
あ
か
。
 
 

（
2
2
）
 
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
最
大
の
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
G
M
社
の
、
総
資
産
に
た
い
す
る
海
外
資
産
の
比
率
は
三
〇
％
、
総
売
上
高
に
し
め
る
 
 

海
外
子
会
社
売
上
高
の
比
率
は
二
五
％
、
総
雇
用
に
し
め
る
海
外
雇
用
比
率
は
二
九
％
に
の
ぼ
り
、
最
大
の
電
機
・
電
子
メ
ー
カ
ー
G
E
 
 

社
の
そ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
二
五
％
、
二
三
％
、
二
九
％
、
I
B
M
社
は
四
七
％
、
四
八
％
、
五
八
％
、
化
学
の
デ
ュ
ポ
ン
社
二
六
％
、
一
七
 
 

％
、
二
〇
％
、
食
品
の
ゼ
ネ
ラ
ル
フ
ー
ズ
社
三
〇
％
、
三
一
％
、
五
四
％
な
ど
に
達
し
て
い
る
 
（
い
ず
れ
も
八
一
年
の
数
字
）
。
「
ア
メ
リ
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅲ
）
 
 

＿＿⊥＿ ノヽ   



六
ニ
 
 

カ
の
多
国
籍
企
業
は
お
お
む
ね
本
国
の
三
～
四
割
の
売
上
げ
を
海
外
で
あ
げ
、
四
剖
以
上
の
従
業
員
を
海
外
で
雇
っ
て
い
る
」
（
日
本
開
発
 
 

銀
行
『
調
査
第
一
〇
言
写
』
、
一
九
八
七
年
、
四
五
、
四
七
頁
）
。
「
ア
メ
リ
カ
多
国
審
企
業
の
ば
あ
い
、
総
資
産
の
う
ち
化
学
三
〇
％
、
消
 
 

費
財
四
〇
％
、
電
機
七
五
％
を
海
外
資
産
が
占
め
て
い
て
、
銀
行
貸
付
の
五
〇
％
弱
が
海
外
向
け
で
…
…
七
〇
年
代
に
は
全
多
国
籍
企
業
 
 

収
益
の
三
〇
％
に
、
海
外
投
資
収
益
は
上
昇
し
て
い
」
る
 
（
本
山
英
彦
『
貿
易
摩
擦
を
み
る
眼
』
、
有
斐
閣
、
一
九
八
三
年
、
三
九
頁
）
。
 
 

在
外
米
系
製
造
業
子
会
社
の
売
上
高
は
ア
メ
リ
カ
製
造
業
輸
出
総
額
の
一
・
七
五
倍
（
八
二
年
）
、
丁
八
二
倍
 
（
八
八
年
）
 
に
の
ぽ
っ
て
 
 

い
る
 
（
新
保
博
彦
『
現
代
世
界
貿
易
と
多
国
籍
企
業
㌔
 
同
文
舘
、
一
九
九
三
年
、
一
二
八
貢
ほ
か
よ
り
算
出
）
。
 
 

（
2
3
）
 
本
山
英
彦
氏
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
も
、
古
典
的
帝
国
主
義
の
ば
あ
い
と
同
様
に
金
融
資
本
主
体
に
支
配
・
組
織
 
 

化
さ
れ
た
体
制
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
は
対
外
投
資
を
テ
コ
に
し
て
対
外
進
出
・
膨
張
し
1
対
外
直
接
投
資
に
 
 

よ
る
多
国
籍
企
業
的
発
展
形
態
を
と
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
 
ー
、
か
つ
そ
の
さ
い
金
融
資
本
と
利
害
一
体
化
し
た
国
家
権
力
が
、
「
ア
メ
リ
 
 

カ
の
基
本
的
国
策
と
し
て
…
…
多
国
籍
企
業
の
海
外
展
開
を
保
証
」
し
、
「
主
導
的
な
多
国
籍
企
業
の
対
外
活
動
の
自
由
を
確
保
す
る
こ
と
」
 
 

を
「
基
底
」
的
・
基
本
的
政
策
と
し
て
い
る
 
（
本
山
美
彦
編
、
前
掲
、
一
〇
、
八
－
九
頁
）
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
「
ア
メ
リ
カ
経
済
が
多
 
 

国
籍
企
業
の
対
外
展
開
に
依
存
し
た
結
果
」
、
「
国
内
投
資
」
の
「
低
下
」
・
「
生
産
性
拡
大
の
伸
び
」
の
低
下
・
「
国
内
雇
用
増
」
の
「
犠
牲
」
 
 

な
ど
 
「
資
本
輸
出
に
よ
る
国
内
空
洞
化
の
危
機
」
＝
「
ア
メ
リ
カ
国
内
経
済
の
衰
退
と
国
内
失
業
者
の
増
加
」
が
必
然
的
に
生
じ
、
そ
し
 
 

て
そ
の
た
め
に
 
「
多
国
籍
企
業
の
海
外
投
資
戦
略
」
 
に
た
い
す
る
労
組
を
中
心
に
す
る
「
国
民
各
層
の
反
発
」
＝
資
本
輸
出
規
制
や
保
護
 
 

主
義
強
化
な
ど
の
多
国
籍
企
業
反
対
運
動
と
要
求
が
盛
り
上
り
、
国
家
権
力
が
そ
れ
に
何
ら
か
の
対
応
を
講
ぜ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
と
い
 
 

う
自
己
撞
着
が
引
き
お
こ
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
 
（
同
、
三
七
、
四
〇
、
四
二
 
四
三
、
一
八
頁
）
 
と
主
張
し
て
い
る
。
北
田
芳
治
氏
も
、
 
 

同
様
に
し
て
戦
後
「
ア
メ
リ
カ
資
本
は
…
…
国
際
生
産
を
発
展
さ
せ
、
多
国
籍
企
業
と
し
て
の
発
展
を
追
求
し
」
 
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
 
 

金
融
資
本
は
、
対
外
直
接
投
資
拡
大
に
よ
り
「
世
界
的
に
生
産
拠
点
を
配
置
し
…
…
強
い
輸
出
志
向
性
を
も
た
な
い
…
‥
・
『
国
際
生
産
原
 
 

理
』
」
に
よ
っ
て
立
つ
「
行
動
原
理
」
を
と
っ
て
展
開
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
が
「
多
国
籍
企
業
と
し
て
発
 
 

展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ア
メ
リ
カ
国
民
経
済
の
内
容
は
空
疎
に
な
」
り
、
国
内
産
業
が
失
わ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
（
北
田
芳
治
他
編
『
円
 
 

高
不
況
下
の
日
本
産
業
㌔
 
大
月
善
店
、
一
九
八
七
年
、
二
二
、
二
四
頁
）
 
と
強
調
し
て
い
る
。
 
 

右
の
本
山
説
等
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
難
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
は
、
「
海
外
投
資
戦
略
を
主
と
し
、
輸
出
戦
 
 

略
を
従
と
す
る
技
術
優
位
型
多
国
籍
企
業
の
行
動
様
式
」
を
と
っ
て
い
る
（
本
山
美
彦
、
三
四
頁
）
と
か
、
「
国
際
生
産
原
理
」
に
「
よ
っ
 
 

て
た
」
ち
、
八
〇
年
代
以
降
も
そ
う
し
た
「
ア
メ
リ
カ
企
業
の
行
動
原
理
に
は
基
本
的
に
変
化
が
な
か
っ
た
」
 
（
北
田
芳
治
、
二
四
頁
）
と
 
 

し
て
一
括
し
て
く
く
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
同
じ
「
海
外
投
資
戦
略
」
や
対
外
直
接
投
資
＝
「
国
際
生
産
原
理
」
 
で
あ
る
に
し
て
も
、
 
 
 



現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅲ
）
 
 
 

五
〇
～
六
〇
年
代
に
そ
の
大
宗
を
し
め
た
対
西
欧
「
現
地
市
場
支
配
型
」
投
資
と
七
〇
年
代
以
降
に
増
加
し
た
対
途
上
国
「
輸
出
型
」
投
 
 

資
と
は
そ
の
性
格
と
意
義
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
ア
メ
リ
カ
企
業
の
多
国
籍
化
」
－
「
多
国
籍
化
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
産
 
 

業
の
国
際
競
争
力
弱
化
」
－
そ
れ
に
つ
け
こ
ん
だ
「
貿
易
原
理
」
の
日
本
企
業
の
対
米
輸
出
の
拡
大
－
「
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
産
業
」
の
 
 

「
輸
入
産
業
化
」
・
同
国
産
業
の
没
落
（
北
田
芳
治
、
二
三
貢
）
、
あ
る
い
は
「
多
国
籍
企
業
の
対
外
展
開
」
－
国
内
投
資
の
低
下
・
「
労
働
 
 

生
産
性
上
昇
率
」
の
「
他
国
よ
り
も
極
端
な
低
」
下
－
「
自
国
市
場
L
の
「
他
国
製
品
に
よ
」
る
「
大
軍
…
：
侵
食
」
－
「
国
内
経
済
の
 
 

衰
退
と
国
内
失
業
者
の
増
加
」
（
本
山
美
彦
、
三
七
、
四
「
四
三
頁
）
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
国
内
産
業
・
経
済
の
衰
退
な
い
し
「
空
洞
化
」
 
 

の
基
本
的
要
因
を
「
ア
メ
リ
カ
企
業
の
多
国
籍
化
」
・
「
対
外
展
開
」
自
体
に
求
め
て
い
る
こ
と
。
そ
こ
で
は
、
七
〇
～
八
〇
年
代
に
フ
ロ
 
 

ー
ト
制
や
石
油
危
機
等
の
諸
条
件
の
な
か
で
、
日
本
が
M
E
と
い
う
特
定
生
産
力
と
特
異
な
「
日
本
型
経
営
」
を
も
っ
て
世
界
随
一
の
国
 
 

際
競
争
力
も
つ
エ
業
大
国
と
し
て
台
頭
し
、
そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
外
部
に
お
け
る
日
本
産
業
を
中
心
と
す
る
M
E
生
産
力
に
よ
っ
て
国
内
 
 

外
市
場
で
ア
メ
リ
カ
産
業
が
圧
迫
・
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
お
よ
び
そ
れ
へ
の
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
に
よ
る
多
国
籍
企
業
的
対
応
＝
対
途
上
国
 
 

製
造
業
直
接
投
資
と
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
増
加
、
そ
の
結
果
と
し
て
ア
メ
リ
カ
国
内
産
業
の
「
空
洞
化
」
が
生
じ
た
と
い
う
関
連
が
全
 
 

く
無
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
本
山
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業
が
「
開
発
し
た
技
術
は
…
…
迅
速
に
他
国
に
 
 

模
倣
さ
れ
伝
播
さ
れ
…
…
二
番
手
の
中
枢
国
に
よ
っ
て
食
い
荒
さ
れ
る
危
険
性
」
が
あ
り
、
そ
れ
へ
の
対
抗
手
段
と
し
て
ア
メ
リ
カ
多
国
 
 

籍
企
業
は
「
直
接
投
資
」
を
「
そ
の
重
要
な
戦
略
」
と
し
て
い
る
（
本
山
美
彦
、
三
六
貢
）
と
一
部
で
指
摘
し
て
い
る
の
は
じ
じ
つ
で
あ
 
 

る
。
だ
が
、
同
氏
は
バ
ー
ノ
ン
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
サ
イ
ク
ル
説
に
も
と
づ
い
て
、
多
国
籍
企
業
の
「
新
製
品
開
発
能
力
が
衰
え
」
た
と
き
に
 
 

「
二
番
手
の
中
枢
国
」
が
台
頭
す
る
（
同
）
と
言
っ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
日
本
産
業
が
省
力
・
省
エ
ネ
・
省
資
源
の
「
節
約
L
 
 

を
本
質
と
す
る
M
E
と
い
う
特
定
の
生
産
力
を
も
っ
て
興
隆
し
、
ア
メ
リ
カ
外
部
の
同
生
産
力
に
よ
っ
て
直
接
・
間
接
圧
迫
さ
れ
て
、
ア
 
 

メ
リ
カ
国
内
産
業
生
産
力
が
衰
微
し
た
と
い
う
肝
要
点
は
全
く
看
過
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
古
典
的
帝
国
主
義
期
の
 
 

ド
イ
ツ
金
融
資
本
の
対
外
直
接
投
資
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
金
融
資
本
に
よ
る
「
海
外
投
資
戦
略
」
や
対
外
直
接
投
資
が
い
つ
で
も
 
 

国
内
蓄
積
の
減
退
・
国
内
経
済
の
衰
退
を
導
く
訳
で
は
な
い
こ
と
も
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
三
に
、
そ
も
そ
も
そ
こ
で
は
、
金
融
 
 

資
本
組
織
化
中
心
の
古
典
的
帝
国
主
義
と
現
代
的
国
家
機
構
に
よ
っ
て
組
織
化
さ
れ
て
展
開
し
て
い
る
現
代
資
本
主
義
体
制
と
が
明
瞭
に
 
 

区
別
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
ア
メ
リ
カ
の
「
内
需
主
導
型
」
経
済
を
中
心
に
主
導
さ
れ
て
展
開
し
て
い
る
戦
後
の
世
界
的
規
模
の
蓄
 
 

積
構
造
が
看
過
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
根
本
的
難
点
が
あ
る
（
拙
稿
「
フ
ロ
ー
ト
制
下
の
世
界
経
済
と
M
E
生
産
力
の
意
義
」
 
 

『
関
東
学
院
大
経
済
系
』
第
一
八
五
葉
、
一
九
九
五
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
 
 



六
四
 
 

3
 
国
内
産
業
の
供
給
力
低
下
 
 
 

右
の
よ
う
に
し
て
七
〇
～
八
〇
年
代
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
エ
業
生
産
力
が
衰
退
し
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内
産
業
の
供
給
力
が
い
ち
じ
る
し
 
 

く
低
下
し
た
。
 
 

第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
の
製
造
業
就
業
人
口
が
減
少
し
た
。
同
国
の
製
造
業
就
業
者
数
は
石
油
危
機
勃
発
以
前
の
ピ
ー
ク
の
七
三
年
に
二
 
 
 

〇
一
五
万
人
に
の
ぽ
っ
て
い
た
の
が
、
八
〇
年
に
二
〇
二
九
万
人
、
そ
し
て
八
五
年
に
は
一
九
二
六
万
人
へ
絶
対
的
に
五
・
一
％
減
少
し
 
 

て
い
る
 
（
D
．
〇
f
C
O
m
m
〉
B
u
s
i
n
e
s
s
S
t
a
t
i
s
t
i
c
s
」
芸
∵
∞
∞
一
p
．
怠
）
。
そ
の
う
ち
非
耐
久
財
部
門
就
業
者
が
八
〇
～
八
五
年
間
に
八
一
〇
 
 

万
人
か
ら
七
七
七
万
人
へ
、
耐
久
財
部
門
就
業
者
が
鉄
鋼
・
非
電
機
機
械
を
中
心
に
し
て
一
二
一
九
万
人
か
ら
一
一
四
九
万
人
へ
そ
れ
ぞ
 
 

れ
減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
全
米
就
業
人
口
に
し
め
る
製
造
業
就
業
人
口
の
比
率
は
、
七
三
年
の
二
六
・
二
％
か
ら
八
〇
年
に
 
 

は
二
二
・
四
％
、
そ
し
て
八
五
年
に
は
つ
い
に
二
割
の
ラ
イ
ン
を
切
っ
て
一
九
・
七
％
へ
激
減
し
て
し
ま
っ
て
い
る
 
（
i
b
i
d
．
も
．
怠
よ
り
算
 
 

出
）
。
し
か
も
製
造
業
就
業
者
の
地
位
別
内
訳
に
お
い
て
、
パ
ー
ト
雇
用
等
不
規
則
就
業
者
の
い
ち
じ
る
し
い
増
加
（
パ
ー
ト
雇
用
者
は
八
 
 

〇
年
の
八
〇
〇
万
人
が
八
五
年
に
は
一
八
〇
〇
万
人
へ
二
・
三
倍
増
加
）
 
と
中
小
企
業
雇
用
比
率
の
増
加
（
雇
用
数
五
〇
〇
人
未
満
規
模
 
 

の
中
小
企
業
従
業
員
比
率
が
七
六
～
八
六
年
間
に
三
三
％
か
ら
三
七
％
へ
上
昇
）
 
と
い
う
こ
れ
以
前
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
特
徴
が
み
ら
 
 

れ
る
。
 
 

第
二
に
、
G
N
P
に
し
め
る
製
造
業
生
産
高
の
ウ
エ
イ
ト
が
減
少
し
、
七
〇
年
の
二
六
％
が
八
〇
年
二
四
％
、
八
三
年
に
二
二
％
へ
低
 
 

落
し
て
い
る
 
（
産
業
別
国
民
所
得
の
割
合
に
よ
る
、
B
．
B
e
ご
O
n
a
コ
d
J
．
N
i
O
S
i
も
p
．
C
i
t
．
も
．
芸
よ
り
）
。
七
八
－
八
三
年
間
に
ア
メ
リ
カ
 
 

の
実
質
G
N
P
が
五
・
〇
％
伸
び
て
い
る
の
に
た
い
し
て
製
造
業
の
実
質
生
産
は
逆
に
一
・
二
％
絶
対
的
に
縮
小
し
て
い
る
 
（
E
c
〇
．
R
e
p
．
 
 

〇
f
t
h
e
 
P
r
e
s
i
一
」
諾
∞
一
p
．
N
票
）
。
こ
の
た
め
、
そ
の
他
建
設
・
鉱
業
・
農
業
を
も
含
む
全
財
貨
生
産
部
門
の
G
N
P
の
シ
ェ
ア
は
七
二
年
 
 
 



の
二
四
・
七
％
が
八
三
年
に
は
二
三
・
一
％
へ
小
幅
な
が
ら
減
少
し
て
い
る
（
D
．
〇
f
C
O
ヨ
声
】
U
．
S
J
n
d
u
s
t
r
i
a
－
○
亡
己
0
0
k
」
蛮
声
℃
．
 
 

∽
竺
。
 
 

第
三
に
、
主
要
製
造
業
部
門
に
つ
い
て
立
入
っ
て
み
て
み
る
と
、
ま
ず
鉄
鋼
業
で
は
、
日
本
の
粗
鋼
生
産
高
が
七
〇
1
八
五
年
に
九
三
 
 

三
二
万
ト
ン
か
ら
一
億
〇
五
二
八
万
ト
ン
へ
一
二
・
八
％
増
加
し
、
八
〇
年
以
降
ア
メ
リ
カ
を
上
回
っ
て
日
米
の
生
産
高
逆
転
が
起
っ
て
 
 

い
る
。
同
様
に
こ
の
間
、
N
I
E
S
 
（
韓
国
・
台
湾
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
メ
キ
シ
コ
）
 
の
粗
鋼
生
産
高
も
九
七
二
万
ト
ン
か
ら
三
二
五
九
万
ト
 
 

ン
へ
三
・
四
倍
、
世
界
総
粗
鋼
生
産
高
も
ー
七
・
五
％
増
加
し
て
い
る
 
（
第
2
2
表
参
照
）
。
そ
れ
に
た
い
し
て
ア
メ
リ
カ
の
粗
鋼
生
産
高
 
 

は
、
同
期
間
に
一
億
一
九
三
一
万
ト
ン
か
ら
八
〇
〇
七
万
ト
ン
へ
三
二
・
九
％
も
絶
対
的
に
激
減
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
世
界
生
産
に
し
 
 

め
る
ア
メ
リ
カ
の
粗
鋼
生
産
高
の
シ
ェ
ア
は
、
五
〇
年
の
五
二
・
九
％
、
七
〇
年
の
二
〇
・
一
％
か
ち
八
五
年
に
は
一
気
に
一
一
・
五
％
 
 

へ
惨
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
国
内
生
産
の
減
少
と
裏
は
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
鋼
材
輸
入
高
が
一
三
三
六
万
ト
ン
か
ら
二
四
二
 
 

六
万
ト
ン
ヘ
八
二
％
も
激
増
し
、
輸
入
比
率
（
国
内
出
荷
H
輸
入
H
輸
出
＝
国
内
見
掛
消
費
に
た
い
す
る
輸
入
の
割
合
）
は
同
じ
く
一
三
・
 
 

八
％
か
ら
二
五
・
二
％
へ
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
。
八
五
年
に
お
け
る
世
界
鉄
鋼
生
産
力
（
粗
鋼
生
産
高
）
 
配
置
を
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
 
 

の
八
〇
〇
〇
万
ト
ン
に
た
い
し
て
日
本
が
そ
れ
を
三
〇
％
以
上
上
回
る
一
億
〇
五
〇
〇
万
ト
ン
、
E
C
合
計
が
一
億
三
三
〇
〇
万
ト
ン
、
 
 

N
I
E
S
も
ア
メ
リ
カ
の
約
二
分
の
一
近
く
の
三
三
〇
〇
万
ト
ン
規
模
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
世
界
鉄
鋼
生
産
基
地
が
、
ア
メ
リ
カ
 
 

か
ら
七
〇
～
八
〇
年
代
に
は
ア
メ
リ
カ
外
部
ヘ
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
七
〇
～
八
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
は
供
給
 
 

力
を
失
っ
て
完
全
に
輸
入
産
業
化
し
、
そ
の
国
内
粗
鋼
生
産
能
力
は
、
七
三
1
八
五
年
間
に
一
億
五
五
〇
〇
万
ト
ン
か
ら
一
億
三
四
一
〇
 
 

万
ト
ン
ヘ
一
三
・
五
％
絶
対
的
に
縮
小
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
 
 
 

中
核
産
業
で
あ
る
自
動
車
産
業
も
、
七
三
－
八
五
年
間
に
、
日
本
の
自
動
車
生
産
台
数
が
七
〇
八
万
台
か
ら
一
二
二
七
万
台
へ
七
三
・
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
m
）
 
 
 



第22表 国際生産比較  
〔鉄  鋼〕  

粗鋼生産高（千ネット・トン）  アメリカ  

アメリカ  日本  西ドイツ  NIES（＝  世 界  アメリカの シ 
ェア惰）   

1970  119，：ミ09  93，322  45，l）40  9，717  594，000  20．1  13，364  13．8  153．8   

由  136，804  119，322  49，521  12，958  690，900  19．8  15，150  12．4  155．0   
75  105，817  102，：i13  40，414  15，514  653，000  ●  12，012  13．5  153．1   
1980  101，456  111，395  43，838  22，947  704，225  14．4  15，495  16．3  153．7   

85  80，067  105，278  40，488  32，590  697，930  1l．5  24，256  25．2  134．1   
川 韓国，台湾，ブラジル，メキシコの合計。   

（出所）総理府統計局咽際総計要覧』各号，D．ofComm．，BusinessStatistics，1961・B8，ほか。  

〔自動車〕  

自動車生産台数（含商用車）（千台）  アメリカの輸入 台）  輸入台数洞内 販売）  アメリ如哨効率生 報か㈲摘   

け   台数化  

1970  8，283．9  5，289．2  3，842．2  643．8  29，403．5  28，2  2，167．1  21」i  7．5   

73  12，637．7  7，087．8  3，948．3  川15．畠（2）  38，490．り  32．8  2，262．8  15．5   

10・9‖  75  8，986．5  6，941．6  3，186．2  1，354．5  32，998．4  27．2  2．200．0  20．6   
1980  8，nO9．8  11，042．9  3，878．6  1．910．9  38，513．6  20．8  3，591．6  32．tl  9．2   

85  11，649．1  12，271．1  4，445．9  1，955．2  44，811．4  26．0  5，650．9  36．3  9．1   
（2）ブラジル，メキシコの合計。 （3）カナダも含む。 （・り1973～78年平均。   

（出所）日産自動車『自動車産業ハンドブック1992／93』（紀伊同署店，1992），D．ofComm．．U，S．  
IndustrialOutlook，1987，Q．D．Patrick，Restructuril唱theAutomobilehdustry，1988．p．  
25，ほか  

〔半導体〕  

半導体生産シェアt5）（％）    世界出荷  アメリ柏削  アメリカの輸入  貿易収支  

アメリカ  口本  欧州その他  高僧ドル）  （1011万ドル  （1㈹万ドル）  （100万ドル）   

1977   61   24   15   69  1，503  1，352  151   
●●   26   13  139  3，030  3，342  －312   
85   48   42   10  240  
86   購   13  3（）5  4，799  5，947  －1，148  
（5）出荷高ベース。  

（出所）榎本里司「日米半導体摩擦と半導体産業の国際的再編」，137頁，U．S．  
Industria10utlook，1987，pP．32・13，ほか  

〔テ レ ビ〕  
テレビ生産台数（千台）  

アメリカ刷  日本  西ドイツ  NICS  世界  アメリカ輸入   

1970  B，298  13，7S2  2，936  1，157（lm  
73  10，631  14，414  3．898  1，9押nl  
75  7，524  10，624  3，472  3，州川  48．264  
1980  9，889  15．205  4．425  11．り37（l11  70，732  
85  13，：i46  17，727  3，738  札62J仙  95，449  
【9）出荷高（在米外国企業の生産 アメリカ企業のOEM輸入を含む）   
11n）ブラジル，メキシコの合計。（11）ブラジル，メキシコ，韓国の合計。  

（出所）総理府『国際統計要覧』各号。  

〔工作機械〕  

工作機械（12）生産台数（千台）  ア叫伸世界生産  
i二しめるンエア蝿）   

1972  10．2   
75  63．3  45．5  33．2  1．9（13）  437．1）  14．5  
1980  54．6  67．7  31．6  4．5（13）  426．3  12．8  26，6（1S）   

14．1  70．3  19．9  8．8（13）  450．5  3．1  43．4  
（12）ボール盤，中ぐり盤，旋盤。 （13）韓国のみ。   
（14）全工作機械の見掛消費にたいする輸入の割合。  

（出所）総理府『国際統計要覧』各号。  
（15）1881年。   



一
％
、
N
I
E
S
の
生
産
台
数
も
一
一
六
万
台
か
ら
一
九
六
万
台
へ
八
五
・
九
％
、
西
ド
イ
ツ
の
そ
れ
も
一
二
・
六
％
、
世
界
総
生
産
台
 
 

数
も
一
六
・
四
％
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。
し
か
る
に
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
生
産
台
数
は
、
同
期
間
に
逆
に
一
二
六
四
万
台
か
ら
一
一
 
 

六
五
万
台
へ
減
少
し
、
八
〇
年
以
降
日
本
の
生
産
台
数
を
相
当
程
度
下
回
る
に
い
た
り
、
世
界
生
産
に
し
め
る
ア
メ
リ
カ
生
産
の
シ
ェ
ア
 
 

は
同
じ
く
三
二
・
八
％
か
ら
二
六
・
〇
％
へ
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
。
国
内
生
産
台
数
の
絶
対
的
減
少
と
反
比
例
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
外
 
 

国
製
自
動
車
の
輸
入
台
数
は
、
同
期
間
に
二
二
六
万
台
か
ら
五
六
五
万
台
へ
二
・
五
倍
も
激
増
し
、
輸
入
比
率
（
国
内
販
売
台
数
に
た
い
 
 

す
る
輸
入
台
数
の
割
合
）
 
は
一
五
・
五
％
か
ら
三
六
・
三
％
へ
い
ち
じ
る
し
く
急
上
昇
し
て
い
る
 
（
合
力
ナ
ダ
車
の
輸
入
）
。
八
五
年
の
自
 
 

動
車
生
産
力
（
生
産
台
数
）
配
置
は
ア
メ
リ
カ
の
一
億
二
ハ
0
0
万
台
に
た
い
し
て
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
を
上
回
る
一
億
二
三
〇
〇
万
台
、
 
 

日
米
を
除
く
そ
の
他
世
界
全
体
の
台
数
が
二
億
〇
九
〇
〇
万
台
を
記
録
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
外
部
の
、
迅
速
に
成
長
す
る
、
M
E
生
産
 
 

力
等
で
武
装
し
た
日
本
や
西
ド
イ
ツ
・
N
I
E
S
等
の
自
動
車
産
業
に
よ
っ
て
国
内
外
市
場
で
圧
迫
・
圧
倒
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
自
動
車
 
 

産
業
は
生
産
委
縮
し
か
つ
大
幅
な
輸
入
産
業
に
転
落
し
、
そ
の
国
内
生
産
能
力
台
数
は
七
〇
年
代
央
－
八
〇
年
代
央
間
に
一
〇
九
〇
万
台
 
 

か
ら
九
一
〇
万
台
へ
二
〇
％
弱
も
絶
対
的
に
減
少
し
て
い
る
。
 
 
 

ハ
イ
テ
ク
部
門
の
代
表
例
と
し
て
、
電
子
工
業
の
う
ち
の
半
導
体
生
産
部
門
に
つ
い
て
み
る
と
、
七
七
－
八
六
年
間
に
世
界
生
産
に
し
 
 

め
る
ア
メ
リ
カ
の
生
産
比
率
が
六
一
％
か
ら
三
九
％
へ
激
減
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
生
産
シ
ェ
ア
は
逆
に
二
四
％
か
ら
四
八
％
 
 

へ
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
国
内
生
産
シ
ェ
ア
の
低
下
に
と
も
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
半
導
体
輸
入
高
は
八
〇
年
の
三
三
億
ド
ル
か
ら
八
大
 
 

年
に
は
五
九
億
ド
ル
ヘ
約
二
倍
増
加
し
、
そ
れ
ま
で
大
幅
な
黒
字
で
あ
っ
た
半
導
体
貿
易
収
支
が
八
〇
年
以
降
大
幅
入
超
に
転
落
し
て
し
 
 

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
民
生
用
電
子
機
米
工
業
の
う
ち
T
V
生
産
や
代
表
的
資
本
財
で
あ
る
工
作
機
械
に
つ
い
て
も
全
く
同
様
な
こ
 
 

と
が
い
い
う
る
の
で
あ
り
（
第
2
2
表
参
照
）
、
自
動
車
や
「
民
生
用
電
子
機
器
、
工
作
機
械
、
鉄
鋼
等
の
産
業
の
よ
う
な
」
基
幹
産
業
の
金
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅲ
）
 
 
 



六
八
 
 
 

属
・
機
械
部
門
で
、
日
本
産
業
が
「
対
米
輸
出
を
増
加
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
市
場
に
お
け
る
供
給
者
と
し
て
の
立
場
を
明
確
に
す
る
一
方
、
 
 

ア
メ
リ
カ
産
業
が
自
国
シ
ェ
ア
を
縮
小
も
し
く
は
撤
退
し
」
 
（
『
通
商
白
書
平
成
五
年
版
』
、
一
八
二
頁
）
、
い
ち
じ
る
し
く
衰
退
し
た
の
で
 
 

あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
産
業
が
自
国
市
場
を
な
お
確
保
し
、
か
つ
輸
出
産
業
と
し
て
一
定
の
地
位
を
維
持
し
え
て
い
る
部
門
は
、
石
油
化
学
 
 

や
精
油
及
び
航
空
機
・
原
子
力
機
器
等
超
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
結
果
世
界
製
造
業
総
生
産
高
（
付
加
価
値
）
 
に
し
 
 

め
る
ア
メ
リ
カ
製
造
業
の
比
率
は
六
三
年
の
三
〇
二
一
％
か
ら
八
一
年
に
は
ニ
ー
・
九
％
へ
大
幅
に
低
下
し
、
代
っ
て
日
本
の
そ
れ
が
同
 
 

期
間
に
、
六
・
四
％
か
ら
一
〇
・
五
％
へ
飛
躍
的
に
比
重
を
高
め
て
い
る
 
（
B
．
B
e
u
O
ロ
a
n
d
J
．
N
i
O
S
i
も
p
．
C
i
t
．
－
p
．
N
豊
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
産
業
の
国
内
生
産
・
生
産
力
の
停
滞
な
い
し
縮
小
は
、
た
ん
に
外
国
工
業
生
産
力
や
在
外
子
会
社
生
産
力
な
ど
の
 
 

「
外
圧
」
 
の
影
響
の
み
に
よ
る
だ
け
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
国
内
需
要
の
停
滞
や
国
内
景
気
変
動
あ
る
い
は
鉄
鋼
に
代
る
ア
ル
ミ
・
合
成
 
 

樹
脂
な
ど
の
よ
う
な
代
替
製
品
の
発
展
な
ど
の
国
内
的
諸
要
因
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
が
影
響
を
蒙
っ
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
だ
が
、
 
 
 

も
し
仮
り
に
強
力
な
外
国
産
業
と
の
競
合
、
外
国
製
品
の
国
内
大
量
氾
檻
や
ア
メ
リ
カ
企
業
自
身
に
よ
る
逆
輸
入
の
増
加
が
な
け
れ
ば
、
 
 
 

右
に
み
た
よ
う
な
国
内
生
産
・
国
内
生
産
力
の
い
ち
じ
る
し
い
陥
込
み
や
不
振
・
縮
小
が
あ
り
え
な
か
っ
た
の
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
国
内
生
産
量
 
（
粗
鋼
）
 
は
、
七
〇
－
八
五
年
問
に
三
二
・
九
％
も
激
減
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
 
 

リ
カ
国
内
の
鋼
材
見
掛
消
費
量
は
同
期
間
に
わ
ず
か
三
・
〇
％
の
減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
 
（
D
．
〇
f
C
O
m
m
．
－
B
u
s
i
n
e
s
s
 
S
t
a
t
i
s
t
i
c
s
－
 
 

－
宗
－
・
∞
0
0
｝
p
t
－
⊆
」
－
〕
よ
り
算
出
）
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
外
部
に
お
け
る
よ
り
強
い
競
争
力
を
も
つ
非
米
産
業
に
よ
る
圧
迫
、
外
国
製
品
 
 
 

の
ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
大
量
浸
透
が
決
定
的
な
い
し
一
大
要
因
に
な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
国
内
産
業
の
衰
退
や
生
産
能
力
の
低
下
・
縮
小
が
 
 
 

も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
じ
つ
さ
い
に
、
先
に
も
み
た
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
国
内
の
白
黒
・
カ
ラ
ー
T
V
メ
ー
カ
や
T
V
 
 
 

製
造
工
場
は
、
品
質
・
価
格
・
信
頼
性
に
優
る
日
本
製
晶
の
ア
メ
リ
カ
国
内
市
場
へ
の
大
量
氾
檻
に
よ
っ
て
圧
倒
・
駆
逐
さ
れ
て
全
滅
し
 
 
 



て
し
ま
っ
た
し
、
同
様
に
し
て
ア
メ
リ
カ
国
内
粗
鋼
生
産
能
力
も
七
三
－
八
五
年
間
に
約
二
割
方
、
ア
メ
リ
カ
国
内
自
動
車
企
業
の
生
産
 
 

能
力
も
七
〇
年
代
央
－
八
〇
年
代
央
間
に
一
七
％
も
そ
れ
ぞ
れ
絶
対
的
に
縮
小
し
、
基
幹
産
業
の
国
内
供
給
力
基
盤
は
い
ち
じ
る
し
く
破
 
 

壊
な
い
し
萎
縮
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
 
（
前
掲
第
2
2
表
参
照
）
。
 
 
 

第
四
に
、
か
く
て
七
〇
～
八
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
産
業
の
対
外
輸
入
依
存
率
が
い
ち
じ
る
し
く
上
昇
し
た
。
製
造
業
を
中
心
と
す
る
財
 
 

貨
生
産
部
門
の
輸
入
比
率
（
財
貨
生
産
に
た
い
す
る
製
品
輸
入
の
割
合
）
 
は
、
七
〇
年
の
九
・
二
％
か
ら
八
〇
年
に
ニ
ー
・
四
％
、
八
五
 
 

年
に
は
二
二
・
〇
％
へ
傾
向
的
に
大
幅
上
昇
し
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
生
産
も
含
む
G
N
P
全
体
に
た
い
す
る
輸
入
比
率
（
G
N
P
に
た
い
 
 

す
る
製
品
輸
入
の
割
合
）
 
も
、
七
〇
－
八
五
年
問
に
四
・
二
％
か
ら
九
・
〇
％
へ
二
倍
以
上
も
増
大
し
て
い
る
 
（
第
2
3
表
参
照
）
。
ア
メ
リ
 
 

カ
の
輸
入
の
所
得
弾
力
性
（
所
得
の
変
化
率
で
輸
入
の
変
化
率
を
割
っ
た
値
、
所
得
増
加
に
伴
う
輸
入
増
加
の
割
合
を
示
す
）
 
は
二
二
 
 

九
で
、
日
本
の
〇
・
七
五
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
E
C
域
内
貿
易
依
存
比
率
の
高
い
西
ド
イ
ツ
の
二
・
〇
四
を
も
上
回
り
、
主
要
国
中
最
 
 

高
を
示
し
、
な
か
で
も
自
動
車
の
そ
れ
は
四
・
四
八
、
資
本
財
四
・
七
五
、
消
費
財
三
二
≡
に
の
ぼ
っ
て
い
る
 
（
七
七
～
八
六
年
間
の
 
 

値
、
国
連
の
推
定
に
よ
る
、
u
．
N
．
－
W
O
ユ
d
E
c
O
コ
O
m
i
c
S
u
r
完
y
」
蛮
声
匂
．
会
）
。
か
か
る
輸
入
依
存
度
の
上
昇
は
、
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
 
 

国
内
産
業
の
生
産
力
が
低
下
し
、
国
内
併
給
力
が
大
幅
に
失
わ
れ
て
、
需
要
増
加
に
国
内
供
給
が
対
応
で
き
ず
、
供
給
源
泉
が
ア
メ
リ
カ
 
 

外
部
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
鉄
鋼
・
自
動
車
・
工
作
機
械
・
半
導
体
・
カ
ラ
ー
T
V
・
 
 

繊
維
な
ど
の
主
要
産
業
に
た
い
す
る
「
輸
出
自
主
規
制
」
等
輸
入
制
限
お
よ
び
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
の
切
下
げ
手
段
に
よ
る
国
内
産
業
保
護
 
 

措
置
が
あ
っ
て
、
そ
の
程
度
に
輸
入
依
存
度
の
上
昇
が
押
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
も
し
そ
う
し
た
政
治
的
人
為
的
な
外
国
生
産
力
か
 
 

ら
の
国
内
市
場
の
遮
断
措
置
が
な
け
れ
ば
国
内
産
業
に
よ
る
内
需
充
足
率
が
よ
り
低
下
し
、
国
内
産
業
・
生
産
力
の
喪
失
が
よ
り
い
っ
そ
 
 

う
激
化
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅲ
）
 
 
 



第23表 アメリカの輸入依存率  

（製品輸入／財貨生産，製品輸入／GNP）の推移  

（1970m86年）  （％）  

書
 
 

第
五
に
、
右
の
よ
う
な
製
造
工
業
部
門
の
衰
退
に
と
も
な
い
ア
メ
リ
カ
の
「
産
業
構
造
の
空
洞
化
」
（
工
業
部
門
の
発
達
・
拡
大
を
欠
い
 
 

た
ま
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
肥
大
化
）
が
進
行
し
た
。
す
な
わ
ち
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
雇
用
比
率
（
総
就
業
人
口
に
た
い
す
る
第
三
次
産
 
 

業
・
サ
ー
ビ
ス
就
業
人
口
の
割
合
）
 
は
、
第
二
次
産
業
部
門
の
そ
れ
が
減
少
し
た
の
と
は
反
対
に
、
七
三
年
の
六
七
・
六
％
か
ら
八
五
年
 
 

に
は
七
四
・
五
％
へ
上
昇
し
（
D
．
〇
f
C
O
m
m
．
】
B
u
s
i
n
e
s
s
S
t
a
t
i
s
t
i
c
s
」
宗
－
」
蒜
一
p
p
一
会
・
怠
よ
り
算
出
）
、
そ
の
対
G
N
P
比
率
も
、
六
 
 

〇
－
八
三
年
に
五
九
％
か
ら
六
八
％
へ
増
大
し
（
国
民
所
得
ベ
ー
ス
、
B
．
B
e
u
O
n
a
n
d
J
．
N
i
O
S
i
｝
O
p
．
C
i
t
．
∵
ワ
の
望
、
第
三
次
産
業
・
サ
 
 

ー
ビ
ス
部
門
が
雇
用
・
国
民
所
得
生
産
に
お
い
て
圧
倒
的
割
合
を
し
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
七
三
～
八
五
年
間
に
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
就
業
 
 

者
増
加
数
は
、
総
就
業
人
口
増
加
数
を
二
〇
七
六
万
人
も
上
回
る
値
を
記
録
し
て
い
る
が
1
し
た
が
っ
て
こ
の
間
の
雇
用
増
加
は
す
ベ
 
 

て
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
雇
用
拡
大
に
よ
る
 
 

対財貨生  対GNP  
産比率（1）   比率   

197（）   9．2   4．2   

71   9．9   4．4   

72   11．1   4．9   

7：う   12、1   5．5   

74   16．7   7．5   

75   14．8   6．6   

76   16．6   7．4   

77   18．2   8．1   

78   18．4   8．1   

79   19．8   8．7   

1980   21．4   9．2   

81   2り．5   8．9   

82   19．2   8．0   

83   19．2   7．9   

84   21．4   9．（）   

85   22．n   9，（）   

86   22．8   9．1  

そ
の
増
加
分
の
う
ち
の
約
四
分
の
三
は
人
材
派
遣
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
デ
ー
タ
処
理
・
法
 
 

（1）財貨生産は，鉱工業・建設・農業生産  

の合計。  

（出所）D．of Cumm．，U．S．Tl・ade Perfor・  

mancein1987，1988，p，124。   



律
・
会
計
業
務
等
対
事
業
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
自
動
車
修
理
・
娯
楽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
医
療
保
健
等
狭
義
の
 
「
サ
ー
ビ
ス
」
 
（
四
四
・
〇
 
 

（
封
）
 
 

％
）
 
と
卸
小
売
業
 
（
三
一
・
一
％
）
 
雇
用
に
よ
っ
て
し
め
ら
れ
て
い
る
 
（
そ
の
他
、
政
府
一
二
・
八
％
、
金
融
・
保
険
・
不
動
産
九
・
二
 
 

％
、
運
輸
・
公
益
事
業
二
・
八
％
、
B
u
s
i
n
e
s
s
S
t
a
t
i
s
t
i
c
s
」
宗
T
∞
∞
－
p
．
畠
よ
り
算
出
）
。
他
部
門
よ
り
も
労
働
生
産
性
水
準
と
賃
金
水
 
 

準
が
相
対
的
に
高
い
製
造
業
部
門
の
雇
用
縮
小
と
、
製
造
業
雇
用
に
代
替
す
る
低
賃
金
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
雇
用
 
（
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
の
時
 
 

間
給
平
均
は
全
労
働
者
平
均
の
五
七
・
一
％
、
八
七
年
の
数
字
）
 
の
膨
張
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
雇
用
労
働
者
の
週
平
均
実
質
収
入
は
七
三
 
 
 

年
の
四
二
七
ド
ル
か
ら
八
五
年
に
は
三
六
七
ド
ル
ヘ
一
四
％
も
絶
対
的
に
低
落
し
、
全
米
世
帯
平
均
所
得
高
も
同
期
間
に
実
質
七
％
減
少
 
 

し
て
い
る
（
九
〇
年
消
費
者
物
価
指
数
で
調
整
）
。
政
府
（
商
務
省
国
勢
調
査
局
）
が
定
め
た
貧
困
ラ
イ
ン
（
四
人
家
族
で
叫
万
二
〇
九
鵬
 
 

ド
ル
、
単
身
者
六
〇
二
四
ド
ル
、
一
九
八
八
年
の
年
収
）
 
以
下
の
貧
困
者
数
は
、
一
九
八
八
年
に
三
一
九
〇
万
人
、
貧
困
率
一
三
・
一
％
 
 

一
器
－
 
 

に
の
ぼ
り
、
い
ず
れ
も
七
八
年
時
の
そ
れ
よ
り
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
貧
困
家
庭
の
世
帯
主
の
四
八
・
三
％
が
職
も
ち
で
、
し
か
 
 

も
一
六
・
四
％
は
フ
ル
タ
イ
ル
の
就
業
者
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
低
賃
金
の
た
め
に
、
貧
困
ラ
イ
ン
以
下
の
収
入
し
か
稼
得
で
き
 
 

て
い
な
い
の
が
貧
困
者
数
増
加
の
主
な
理
由
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
第
二
次
産
業
部
門
の
雇
用
減
少
等
に
よ
る
中
間
所
得
層
 
 

の
没
落
と
年
収
二
五
〇
〇
ド
ル
以
下
の
低
所
得
者
数
の
増
加
に
、
さ
ら
に
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
高
所
得
者
優
遇
減
税
施
策
の
影
響
 
 

が
あ
い
ま
っ
て
、
こ
の
間
国
民
の
所
得
格
差
が
い
ち
じ
る
し
く
拡
大
し
て
い
る
。
一
九
七
七
－
八
八
年
間
に
、
所
得
が
増
加
し
た
の
は
所
 
 

得
階
層
最
上
位
二
〇
％
の
世
帯
の
み
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
最
上
位
一
〇
分
の
一
の
所
得
階
層
が
一
六
・
五
％
、
第
二
位
の
上
位
一
〇
分
一
 
 

の
所
得
階
層
が
一
・
〇
％
所
得
を
増
加
さ
せ
、
と
く
に
最
高
一
％
の
所
得
階
層
の
所
得
増
加
率
は
五
〇
％
に
達
し
て
い
る
。
そ
れ
に
た
い
 
 

し
て
最
下
位
一
〇
％
の
所
得
階
層
の
世
帯
所
得
は
こ
の
間
道
に
一
四
・
八
％
、
中
位
第
五
階
層
一
〇
％
の
そ
れ
も
六
・
三
％
も
そ
れ
ぞ
れ
 
 

絶
対
的
に
減
少
し
て
い
る
 
（
八
七
年
価
格
ベ
ー
ス
に
よ
る
実
質
所
得
）
。
こ
の
た
め
世
帯
所
得
の
「
ジ
ニ
ー
係
数
」
は
、
七
三
年
の
〇
・
三
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
Ⅲ
）
 
 

七   



空
 
 

五
大
か
ら
八
五
年
に
〇
・
三
八
九
へ
拡
大
し
、
所
得
分
配
の
不
平
等
度
が
上
昇
し
て
い
る
（
E
c
〇
．
R
e
p
．
〇
f
t
h
e
p
r
e
s
i
」
憲
〓
a
b
－
e
B
．
怠
 
 

ほ
か
）
。
同
様
に
、
エ
業
部
門
の
雇
用
の
衰
退
と
雇
用
内
容
の
変
化
を
反
映
し
て
、
基
幹
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
労
働
就
業
者
数
の
絶
対
的
・
相
対
 
 

的
減
少
や
、
労
働
組
合
貞
の
絶
対
的
減
少
（
七
〇
年
の
一
九
三
八
万
人
が
八
四
年
に
一
七
四
〇
万
人
へ
減
少
）
、
労
働
組
織
率
の
低
下
（
六
 
 

〇
年
の
二
三
・
六
％
が
八
四
年
に
一
五
二
ニ
％
へ
低
下
、
寧
B
e
亡
O
n
a
n
d
J
．
N
i
O
S
i
↓
O
p
．
C
i
t
．
一
p
．
琶
、
さ
ら
に
重
化
学
工
業
立
地
中
心
 
 

地
帯
で
あ
る
東
北
部
の
衰
微
と
低
労
組
率
・
低
賃
金
地
帯
の
南
・
西
部
へ
の
工
場
・
雇
用
の
移
動
、
「
ス
ノ
ー
ベ
ル
ト
地
帯
」
（
ニ
ュ
ー
イ
 
 

ン
グ
ラ
ン
ド
・
中
央
大
西
洋
・
五
大
湖
周
辺
諸
州
）
を
犠
牲
に
し
た
「
サ
ン
ベ
ル
ト
地
帯
」
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
テ
キ
サ
ス
・
ワ
シ
ン
ト
 
 

ン
州
な
ど
）
 
の
台
頭
と
い
っ
た
地
域
経
済
の
大
幅
な
地
殻
変
動
な
ど
も
生
じ
て
い
る
。
「
日
本
や
旧
西
ド
イ
ツ
が
国
際
的
に
経
済
力
を
つ
 
 

け
、
多
国
籍
企
業
の
活
動
が
広
が
る
に
つ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
工
業
地
帯
が
以
前
ほ
ど
意
味
を
な
さ
な
く
な
」
り
、
「
ア
メ
リ
カ
の
労
働
市
場
 
 

に
国
際
変
化
が
起
っ
た
」
。
ア
メ
リ
カ
経
済
の
専
心
が
「
製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
と
移
行
す
る
に
し
た
が
い
、
経
済
活
動
の
中
心
が
 
 

北
部
か
ら
南
部
や
西
部
に
移
行
し
た
」
（
上
坂
昇
『
ア
メ
リ
カ
の
貧
困
と
不
平
等
』
、
明
石
書
店
、
一
九
九
三
年
、
二
一
、
四
一
貫
）
た
め
 
 

（
雄
一
 
 

で
あ
る
。
 
 

（
聖
 
た
と
え
ば
「
一
九
八
三
年
に
法
律
サ
ー
ビ
ス
が
生
産
し
た
価
値
額
は
、
三
二
五
億
ド
ル
で
、
ア
メ
リ
カ
自
動
車
産
業
の
付
加
価
値
額
三
 
 

四
四
億
ド
ル
に
匹
敵
し
、
ホ
テ
ル
サ
ー
ビ
ス
生
産
の
一
七
四
億
ド
ル
は
繊
維
産
業
の
付
加
価
値
生
産
額
一
五
四
億
ド
ル
に
匹
敵
し
て
い
る
。
 
 

そ
し
て
保
健
サ
ー
ビ
ス
生
産
額
だ
け
で
一
四
五
〇
億
ド
ル
、
国
民
所
得
の
五
・
五
％
に
相
当
し
、
金
融
・
保
健
・
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
は
国
 
 

民
所
得
の
一
五
％
を
し
め
て
い
る
」
（
B
．
B
e
〓
O
n
a
n
d
J
．
N
i
O
S
i
も
p
．
C
i
t
一
一
p
．
昌
。
八
三
年
の
狭
義
の
「
サ
ー
ビ
ス
」
雇
用
数
は
一
九
六
 
 

九
万
人
、
卸
・
小
売
業
雇
用
数
は
二
〇
八
八
万
人
で
、
金
属
・
機
械
等
を
含
む
耐
久
財
生
産
部
門
雇
用
全
体
の
一
八
四
三
万
人
を
そ
れ
ぞ
 
 

れ
絶
対
数
で
上
回
っ
て
い
る
（
D
．
〇
f
C
O
m
ヨ
こ
B
u
s
i
n
e
s
s
S
t
a
t
i
s
t
i
c
s
」
諾
丁
∞
∞
一
p
p
．
革
喜
。
 
 
 

（
聖
 
人
種
別
貧
困
率
は
、
黒
人
三
丁
六
％
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
二
六
・
八
％
、
白
人
山
〇
・
一
％
で
、
黒
人
の
貧
困
率
は
七
四
年
を
最
低
に
 
 

し
て
、
そ
れ
以
降
上
昇
し
て
い
る
 
（
上
坂
昇
、
前
掲
、
七
三
、
七
五
頁
）
。
 
 
 



（
2
6
）
 
七
〇
～
八
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
地
域
経
済
の
変
化
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
B
．
B
e
〓
O
n
a
n
d
J
．
N
i
O
S
i
－
O
p
．
C
i
t
．
－
C
F
a
p
・
〕
－
秋
元
英
一
 
 

「
一
九
八
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
経
済
の
構
造
変
化
と
地
域
」
（
『
千
葉
大
経
済
研
究
第
五
巻
第
言
写
』
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
を
参
照
せ
よ
。
 
 

現
代
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
と
産
業
空
洞
化
（
m
）
 
 

一一ヒ   
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